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本書は、 A54 1E.A541F オートマチックトランスアクスルの整備要領を説明したものです。正確、迅速かつ安全な整備 

を実施するための資料としてご活用ください。 一 

本書は、本書発行時点の生産車両に搭載のトランスアクスルを対象に説明してあります。その後の生産車両に搭載のトフンスア 
クス ルに っぃ ては使用の変更などにより本書の内容と異なることがありますのであらかじめご承知おきくたさい。 
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一般事項 


車種構成一覧 

カムリグラシア 


エンジン型式 

トランスアクスル型式 

グレード 

車両型式 

2MZ-F E 

A 5 41 E 

セダン 2. 5 

E-MC V 21 

5 S-F E 

A 5 41 F 

ワゴン 2. 2 FOUR 

E-SX V 2 5W 

2MZ-F E 

A 5 41 E 

ワゴン 2. 5 

E-MC V 21 W 

2MZ-F E 

A 5 41 F 

ワゴン 2. 5 FOUR 

E-MC V 2 5W 


マーク n クオリス 


エンジン型式 

トランスアクスル型式 

グレード 

車両型式 

5 S — F E 

A 5 41 F 

2. 2 FOUR 

E-SXV 2 5W 

2MZ-F E 

A 5 41 E 

2. 5 

E-MCV 21W 

2MZ-F E 

A 5 41 F 

2. 5 FOUR 

E-MCV 2 5W 

1 MZ-F E 

A 5 41 E 

3. 0 

E-MCV 2OW 


アバロン 


エンジン型式 

トランスアクスル型式 

グレード 

車両型式 

1 MZ-F E 

A 5 41 E 

3. 0 

E — MCX 10 

ウインダム 


エンジン型式 

トランスアクスル型式 

グレード 

車両型式 

2MZ — F E 

A 5 41 E 

2. 5 

E-MCV2 1 

1 MZ-F E 

A 5 41 E 

3. 0 

E-MC V 2 0 
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総説-一般 


本書の見方 

掲載範囲 ^ 

( a ) 本書は、オートマチックトランスミッション本体の「分解，点検，調整および組み付け要領」について掲載したものて、、、車 

両の臓籠および軸纖後の給油，点検および醒魏については、車種ごとの腿書に纖してあり、本書では省略 
してあります。 

説明内容 
1 注章事 1 戸 

( a ) 該当するセクション独自の注意事項を掲載してありますので作業前には必ず一読してください。 

〇 準備 □ 

( a ) 作業前に準備すべき SST ， 工具，計器および油脂などを掲載してあります。なお、トヨタツールスタンドなどの一般整備 
丁.場に常備されている準備品は掲載を省略してあります。 

3. 作業要領 ， 

( a ) 構成図を掲載し、再使用不可部品，ブレコートボルトの種別，締め付けトルクおよび〇リンクの寸法を明目己してあリます。 

( b ) 構麵中に再使用不可部品，プレコートボルト，締め付けトルクおよびオイル•グリース'塗嫌所を明記しています。 

( c ) 締め付けトルクは、次のように記載しています。 

T=27.5N-m {280kgf.cm} 

27.5 N - m ……新単位 （ S 丨単位）の締め付けトルク 
280 kaf _ cm …従来単位の締め付けトルク 


[T=7.35 {75} I 


フロントオイルポンプドライプギヤ 


フロントオイルポンプボデーサブ ASSY 




クラッチドラムオイルシール 
リング 


フロントオイルポンプドリブンギヤ 


•オイルシール 


トヨタ純正 MP グリース No. 2 塗布 


. プレコートボルト 


.再使用不可部品匚 =□ ……締め付けトルク [N.m {kgf_crru 」 
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( d ) イラストにて、作業部位および作業内容を掲載しました。 

( e ) 説明文では、細部にわたる作業方法、情報、規格および注意などを掲載しました。 


記載例 



作業項目 


1_ クランクシャフトプーリー取り付け 

( a ) クランクシャフトプーリーをクランクシャフトに取り付ける。 

( b ) S ST を使用して、クランクシャフトプーリーを固定しボルトを締め 
付ける。 

SST 09213-14010, 09330 -00021 

T=245N-m {2500kgf*cm} / 

/ 情報 

規格 説明文：細部にわたる作業方法 


C 50961 


4. 本書に省略されている内容 

( a ) 本書では次の要素作業の掲載を省略していますが、実作業においては突施してください。 

(1) 必要に応じて行う取りはずし部品の清掃、洗浄。 

(2) 目視による点検。 


用語の定義 


基準値 

点検、調整時の許容範囲を表します。 

限度 

点検、調整時の越えてはならない最高値または最低値を表します。 

参考値 

基準値を知るための測定方法が著しく困難なため、実際上不具合発生のおそれのない場合の簡略測定法における基 
準値を表します。 

<警告> 

作業者や他の人に陣害を及ぼす恐れのある事項、および記載事項を守らないと陣害や事故につながる恐れがある事 
項および作業要領を掲載しました。 

<注意> 

記載事項を守らないと構成部品が損傷するため、行なつてはいけない事項および作業要領で' 特に注意すべき事項 
を掲載しました。 

<参考> 

作業を容易にするための補足説明を、説明文から分離して掲載しました。 
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総説-一般事項 


作業上の心得および注意 

分解 • 組み付けの注意 

作業上の注意は、各セクションのはじめに説明しています。ここでは、分解および組み付けにおける最低限必要な 
注意事項を掲載しています。 

1. 異物混入の防止について 

( a ) オートマッチクトランスミッション内にホコリおよび砂などの異物が混入すると、不具合原因になる。 

(1) 分解前の注意 

• トランスミッション外部に付着している砂および泥などを十分に落す。 

• オイルパンを取りはずすまではオイルパン側を上に向けない。 

(2) 分解 • 組み付け時の注意 

• 作業は素手またはビニール手袋を使用して行い、軍手およびウェスを使用しない。 

• 分解した部品は、 ビニールカバーな どでホコリから保護する。 

2. 部品の傷つき防止について 

( a ) ケースの合わせ面や回転部分に傷があると、オイル漏れや焼き付きの原因になる。 

(1) 分解および組み付け時の注意 

• ケースなどの合わせ面を分解する場合は、ドライバーなどでこじらず、プラスチックハンマーで軽く衝撃を与 
えて分解する。 

• 部品をバイスに固定する場合は、直接バイスに固定せず、アルミ板を介して固定する。 

3. 誤組み付け，および欠品および紛失の防止について 

( a ) オートマチックトランスミッションに使用されている部品（〇リング，スナップリング，ベアリング，レースなど）は、類 
似品が多いため、部品の整理，整頓および組み付け時の方向性確認を行い、誤組み付けおよび欠品には、十分に注意する。 

( b ) チェックボールなど小物部品の組み付け時、脱落などで紛失しないように注意する。 

4. 部品の洗浄について 

( a ) 各部品は組み付け前に十分に洗浄し、ェアなどを吹きかけ乾燥させ、指定のオイルを塗布する。 

(1) アルカリ性薬品での洗浄禁止部品 

アルミ部品，リングギヤセットボルト，ゴム部品（〇リング，ガスケット，オイルシールなど） 

(2) 洗い油（白ガソリンなど）での洗浄禁止部品 
ゴム部品（〇リング，ガスケット，オイルシール） 
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ボルトおよびナツトの締め付け 

1. 一般規格ボルトおよびナツトの締め付けトルク 

( a ) 締め付けトルクの把握方法 

(1) 本分中に指示のなレヽボルトの締め付けトルクは、そのボルトの 
該当する強度区分を見つけ、締め付けトルク表から把握する。 
<参考> 

強度区分4 T ， 5 T ， 7 T の代用として、6 T ， 8 T のボルト 
を使用している箇所がある。その場合は、本分の指示に従って 
適正なトルクで締め付ける。ボルトの強度区分いっぱいで締め 
付けると、メス側が破損するおそれがある。 

(2) ナットの締め付けトルクは、相手となるボルトから把握する- 


標準座面 
(含むヮガ寸き） 




つば付き座面 



4 T 


0 

' 0 

5 丁 

1 

0 


6 T 

1 

0 

0 

7 T 

1 

0 

10 

8 T 

1 

3 

0 


D02611 


( b ) 締め付けトルク表 


標準締め付けトルク [ N，m { kgf - cm }] 

(潤滑剤など塗布していない、亜鉛メツキボルトを締め付ける 
場合のトルク） 


強度 

区分 

呼び径 
[ mm ] 

ピッチ 

[ mm ] 

標準座面 

(含むワッシャー付き1 

つば付き座面 

4 丁 

6 

1.0 

5.0 {55} 

6.0 {60} 

T 

8 

1.25 

12.5 {130} 

14.0 {145} 

t 

10 

1.25 

26.0 {260} 

29.0 {290} 

T 

12 

1.25 

47.0 {480} 

53.0 {540} 

个 

14 

1.5 

74.0 {760} 

84.0 {850} 

T 

16 

1.5 

115.0 {1150} 

127.0 {1300} 

5 T 

6 

1.0 

6.5 {65} 

7.5 {75} 

T 

8 

1.25 

15.5 {160} 

17.5 {175} 

T 

10 

1.25 

32.0 {330} 

36.0 {360} 

个 

12 

1.25 

59.0 {600} 

65.0 {670} 

T 

14 

1.5 

91.0 {930} 

100.0 {1050} 

T 

16 

1.5 

140.0 {1400} 

157.0 {1600} 

6 T 

6 

1.0 

8.0 {80} 

9.0 {90} 

个 

8 

1.25 

19.0 {195} 

21.0 {210} 

T 

10 

1.25 

39.0 {400} 

44.0 {440} 

t 

12 

1.25 

71.0 {730} 

80.0 {810} 

个 

14 

1.5 

110.0 {1100} 

125.0 {1250} 

t 

16 

1.5 

170.0 (1750} 

191.0 {1950} 

7 T 

6 

1.0 

10.5 {110} 

12.0 {120} 

T 

8 

1.25 

25.0 {260} 

28.0 {290} 

T 

10 

1.25 

52.0 {530} 

58.0 {590} 

T 

12 

1.25 

95.0 {970} 

105.0 {1050} 

T 

14 

1.5 

145.0 {1500} 

165.0 {1700} 

T 

16 

1.5 

230.0 {2300} 

255.0 {2600} 
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8 T 

6 

1.0 

12.0 {125} 

14.0 {145} 

t 

8 

1.25 

29.0 {300} 

33.0 {330} 

t 

10 

1.25 

61.0 {620} 

68.0 {690} 

t 

12 

1.25 

110.0 {1100} 

120.0 {1250} 

t 

14 

1.5 

170.0 {1750} 

195.0 {2000} 

t 

16 

1.5 

260.0 {2700} 

299.0 {3050} 



2. プレコートボルト 

( a ) プレコートボルトとは 

(1) プレコートボルトとは、ねじ部にシールロック剤が塗布されて 
いるボルトである。 

( b ) シールロック剤の再塗布が必要な場合 

(1) プレコートボルトを取りはずした場合。 

(2) 締め付け点検などで、プレコートボルトを動かした場合。（ゆる 
んだリ締まつた場合） 

<注意> 

トルクチェックは、締め付けトルク許容範囲の下限値で行な 
う。 



プレコートボルトの再使用方法 

(1) ボルトおよびねじ穴の古 V ヽシールロック剤を除去し、白ガソリ 
ンなどで脱脂する。 

<参考> 

交換する場合もねじ穴を清掃する。 

(2) エア吹き付けなどにより、十分に乾燥させる。 

(3) ボルトのねじ部に指定されたシールロック剤を塗布する。 

(4) ボルトを規定トルクで締め付ける。 

<参考> 

塗布するシールロック剤によっては、硬化するまで規定時間放 
置しなければならなレ、場合がある。 
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トランスファー 

ツール.油脂 ■ その他 

S S T 


一^*^'\ 09223-00010 カバー & シールリプレーサー 

C3 

リングギヤマウンテイングケース ベア 
リング LH (インナーレース）取リ付 
け用 

09308—00010 オイルシールプ a 一 

各部オイルシール取りはずし用 

09326-20011 アウトプットシャフト ペア リン ガ 
^3^ ロックナットレンチ 

ブレロード点検用 
ギヤナット脱着用 

09504 -2201 2 デイファレンシャル 

サイドワッシャー 

lj リムーバー & リプレーサー 

アウトプツトシヤフトスペーサー No. 

1 取りはずし用 

09506 —3001 2 ディ ファレンシャルドライブ 

ピニオンリヤベアリングコーン 
リプレーサ— 

ドリブンピニオンべアリングフロント 
(インナーレース）取リ付け用 

09556 - 16030 デイファレンシャル 

■ \ J ) K ラィブピニォン 

ホ-ルディングッ_ル2 8 

ギヤナット脱着用 

09608-10010 ステアリングナックルオイルシール 
1^4 1 リプレ-サ- 

ケースオイルシール取り付け用 

09726-40010 ロワーアームシャフトべアリング 

リプレ-サ- 

リングギヤマウンテイングケース ベア 
リング LH (インナーレース）取り付 
け用 

_ 酿 09950 - 00020 ベアリングリムーバー 

ドリブンビニオンべアリングフロント 
(インナーレース）取りはずし用 

/= S \ 09930-00010 ドライブシャフトナットチゼル 


(09931-00010) ハンドル 

ギヤナットかしめ解き用 

(09931 -00020) ナットチゼル 

ギヤナットかしめ解き用 
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準備品 


トランスフア 


09950-40010 プラー B セツト 

勢 


(09951 -04010) ハン ガー150 

リングギヤマウンティングケースベア 
リング RH および LH (インナーレー 
ス）取りはずし用 


C 

、〆 

(09952-04010) スライドアーム 

] 固 

リングギヤマウンティングケースベア 
リング RH および LH (インナーレー 
ス）取りはずし用 

(09953-04020) センターボルト 150 

リングギヤマウンティングケースベア 
リング RH および LH (インナーレー 
ス）取りはずし用 

(09954-04010) アーム25 

リングギヤマウンティングケースベア 
リング RH および LH (インナーレー 
ス）取りはずし用 

ノグ^ (09955 - 0406 0) クロウ No . 6 

令 

リングギヤマウンティングケースベア 

リング RH および LH (インナーレー 
ス）取りはずし用 

(09957-04010) アタッチメント 

© 

リングギヤマウンティングケースベア 
リング RH および LH (インナーレー 
ス）取りはずし用 

_ _ (09958-04010) ホルダー 

リングギヤマウンティングケースベア 

リング RH および LH (インナーレー 
ス）取りはずし用 

y - ^anrnrr へ 09950-60010 リプレーサーセット 




,_, (09951-00360) リプレーサー 36 

© 

ケースオイルシール RH 取り付け用 

( 

_ (09951 -00380) リプレーサ_ 38 

© 

ェクステンシヨンハウジングオイル 
シール取り付け用 

_ _ _ (09951-00420) リプレーサ _ 42 

各部脱着用 

_ _、 (09951 -00450) リプレーサー 45 

リングギヤマウンティングケースベア 

リング RH (インナーレース）取りは 
ずし用 
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パ - V . (09951 -00580) リプレーサー 58 

Q 

エクステンションハウジングオイル 
シール取り付け用 

广 - (09951 -00590) リプレーサー 59 

ケースオイルシール R H 取リ付け用 

广 - 、 (09951-00610) リプレーサ— 61 

ドリブンピニオンべアリングフロント 
(アウターレース）取り付け用 

广 - (09951 - 0062 0) リプレーサー 62 

各部取り付け用 

パ - 、 (09951 -00640) リプレーサ— 64 

エクステンションハウジングダストデ 
フレクター取り付け用 

〆 - 〜 (09951 -00650) リプレーサー 65 

各部取り付け用 

_ •— 、 (09952-06010) アダプタ— 

(gp 

各部取り付け用 

09950-6( X )20 リプレーサ —セッ ト No 2 


一 _ . (09951 -00680) リプレーサー 68 

@ 

ドリブンビニオンべアリングフロント 
(アウターレース）取り付け用 

/ 一'' 巧 09950 -70010 ハンドル 如 ツト 


^ 00 00^ 0m \ (09951-07150) ハンドル 150 

各部取り付け用 

一^ (09951 -07200) ハンドル200 

リングギヤマウンテイングケース ベア 
リング（アウターレース）取り付け用 


工具 


ES -5 TB F R 用 A / T オーバーホうレ 

トランスファー AS SY 固定 

ァタッチメント 


\ ㈱ パンサイ扱い 
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5, ES -15 B エンジンスタンド 

"% (株)バンサイ扱い 

トランスファー AS SY 固定 

11102 タガネ 

09032 -00020 

ギヤナツトかしめ解き用 

12101 プラスチックハンマー 

各部取りはずし用 


計器 


20401 V ブロック 

各部点検用 

21201 ダイヤル ゲージ 

各部点検用 

20113 トルクレンチ 

[ 〇〜 1.5N_m{0 〜 15kgf.cm}] 

各部測定用 

20117 トルクレンチ 

[3 〜 23N • m{30 〜 230kgf ■ cm}] 

各部締め付け用 

20118 トルクレンチ 

[30 〜 1 90N ■ m{300 〜 1900 kgf • cm}] 

各部締め付け用 

20120 トルクレンチ 

[0 〜 412N.m{0 〜 4200kgf.cm}] 

トランスファーギヤナツト締め付け用 


油脂 • その他 


54611 ボル ト 

( M 12 X P 1.25 首下長さ 186 mm ) 

90101 -121 59 

ドリブンビニオンべアリングフロント 
(アウターレース）取り付け用 

54612 ナツト （ M 12 X P 1 .25) 

90179 -12051 

ドリブンピニオンべアリングフロント 
(アウターレース）取り付け用 

30204 トヨタ純正 MP グリース No . 2 

オイ ルシール リツブ部塗布用 
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トランスファ 


ZH - 5 




30715 トヨタ純正ギヤオイルスーパー 

〇リング塗布用 

50905 シールパッキン1281 

(株)タクティー扱い V 93500111 

各部塗布用 

52801 光明丹 

豳当たり点検用 

53501 保護テープ 

傷つき防止用 

53601 木片 

ケース保持用 












ZH — 6 


準備品ーオートマチックトランスミッシヨン/トランスア 
クスル 

オートマチックトランスミッシヨン/トランスアクスル 

ツール ■ 油脂 • その他 


S ST 


09223-00010 カバー & シールリブレーサー 

ディファレンシャルオイルシール RH 
取り付け用 （ A 5 4 1 E ) 

^ 09223-46011 クランクシャフトフロントオイル 

シ-ルリプレ-ザ- 

ディファレンシャルオイルシール取り 

付け用 

09308 -00010 オイルシールプラー 

オイルシール取りはずし用 

09316 -20011 トランスファーべアリング 

Q リプレ-サ- 

ベァリング取り付け用 

— 一、 09316-60011 トランスミッション& トランス 


ファ-ベアリングリプレーサ- 

.( E 3 5 ©© 

(09316-00011) リプレーサーパイプ 

0 

ベアリング取リ付け用 

09330 -00021 コンパニオンフランジ 

ホ-ルディングッ-ル 

カウンタードリブンギヤ保持用 

09556 -16020 ディファレンシャルドライブ 
\ \ ピニオンホールディングツール 

カウンタードライブギヤ固定用および 

プレロード測定用 

^ 09612 -65014 ステアリングウォームベアリング 

藝も ブラ- 


(09612-01040) クロウ D 

ベアリングアウターレース取りはずし 
用 

09350-32014 トヨタオートマチック 

ト ランスミッションッ-ル セット 


09308-10010 オイルシールブラー 

ベアリングアウターレース取りはずし 
用 


































準備品ーオートマチックトランスミッション/トランスア ZH -7 
__ クスル 


n (0935 1 -3203 2) カウンタードリブンギヤ 

ホール デ ィングツール 

カウンタードリブンギヤ保持用 

(09351 -32040) ピストンスプリング No. 1 
] ンプレッサー 

リターンスプリング脱着用 

一 ^ (09351 -32050) スナップリングエキスパンダー 

スナップリング着用およびクラッチ 
ディスク回転重さ点検用 

(09351 -32061) オイルボンププラー 

雙 

フロントオイルボンプ取リはずし用 

(09351 -32070) ピストンスプリング No. 2 
コンプレッサー 

リターンスプリングおよびコンブレッ 
シヨンスプリング脱着用 

(09351 —32080) ロックナットレン年 

-■— ■■ ■■■ ■一 . . —- __ — - . _ _ 

ロックナット脱着用 

(09351 -32100) ドライブピニオンベアリング 
リプレーサー 

ベアリングアウターレース取り付け用 

(09351-32111) サイドべアリングレ—ス 
プレ-サ- 

オイルシール取り付け用 

(09351-32120) オーバードライブベア"ング 
リプレー サー 

ベアリング取リ付け用 

(09351 -32140) オイルシール"プ レーサー 

フロントオイルポンプオイルシール取 
リ付け 

(09351 —32150) オイルシ--ルリプレ—サ ー " 

© 

ベアリング取り付け用 

(09351 -32190) ターミナルメジャ— 

ピストンストローク点検用 

__ (09351 -32200) ピストンスプリング No. 3 

，ンプレッサ- 

リターンスプリングおよびコンプレッ 
シヨンスプリング着用 













































ZH-8 


準備品ーオートマチックトランスミッシヨン/トランスア 
クスル _一 


( 


D 

09649-17010 ステアリング ナツ クルツール 

オイ ルシール 取り付け用 

09726 -40010 ロワーアームシャフトベアリング 
m け— 

ベアリング取り付け用 （ 5S—FE 
車） 

. _ 09905 - 00012 スナップリング NO . 1 

エク スパンダ- 

スナップリング脱着用 

09905 -00013 スナップリングプライヤー 

スナップリング脱着用 

_ 09930-00010 ドライブシャフトナットチゼル 


^ (09931-00010) ハンドル 

ロックナット取リはずし用 

(09931 -00020) ナットチゼル 

ロックナット取リはずし用 

_一一, 09950 -00020 ベアリングリムーバー 

テーパードローラーべ アリングおよび 
ボールべ アリング取りはずし用 

09950 -40010 ブラー B セッ ト 



1 

C 

通^" 

(09952-04010) スライドアーム 

C2® 

ベアリング取リはずし用 

(09953—04020) センターボルト 150 

ベアリング取りはずし用 

(09954-04010) アーム 25 

ベアリング取りはずし用 

(09955-04060) クロウ No . 6 

ベアリング取りはずし用 















































準備品-オートマチックトランスミッション/トランスア ZH —9 


(09957 - 0401 0) アタッチメント 

© 

ベアリング取リはずし用 

>一〜 （09958 - 0401 0) ホルダー 

ベアリング取りはずし用 

~ リブ"，卜 


(09951 -00230) リプレーサー 23 

@ 

マニュアルバルブシャフトオイルシー 
ル取り付け用 

(09951 -00340) リプレーサー 34 

© 

ベアリングケージオイルシール取り付 
け用 

(09951 —00360) リプレ ー サ ー 36 

© 

デイフアレンシャルケースオイルシー 

ル取り付け用 （5 S — FE 車） 

^ (09951 -00400) リプレーサ ー 40 

© 

デイフアレンシャルケースオイル 
シール取り付け用（21^乙ード£車） 
およびベアリング取リはずし用（レフ 
卜側） 

パ - S . (09951 -00540) リプレーサ — 54 

ベアリングケージオイルシール取り付 
け用 

^ - (09951 -00550) リプレーサ _ 55 

フロントデイフアレンシャルケースべ 
アリングアウターレース取りはずし用 

/^^1©©©© Q 995 Q -6 GQ 2 G リプレ—ザ— セッ ト No . 2 


_ _ (09951 -00720) リプレーサーァ2 

@ 

ベアリングアウターレース取り付け用 

_ __ (09951 -00890) リプレーサー 89 

Q 

ベアリングアウターレース取リ付け用 

09950-70010 ハン ドルセ， V 卜 












































ZH-10 


準備品-オートマチックトランスミッシヨン/トランスア 
クスル 



工具 


^ 09031 -00030 ピンポンチ （0 3 mm ) 

ストレートピンおよびスロツテツドピ 
ン脱着用 

ノめ 09031 -00040 ピンポンチ （0 5 mm ) 

/ 

ベアリングアウターレース取りはずし 

用 

09040-00010 ヘキサゴンレンチセット 


. (09043-20100) ソケットへキサゴンレンチ10 

ぶ 

ドレーンプラグ脱着用 

^ 09130 -00150 ウォーターポンププライヤー 

スナップリング脱着用 

11101 タガネ 

ナットかしめ用 

12101 プラスチックハンマー 

各部脱着用 

51902 オイルヒーター 

リングギヤ加熱用 


計器 


一_——^ 09240 -00020 ワイヤゲージセツト 

セコンドコーストブレーキビストンス 
トローク測定用 

20113 トルクレンチ 

[〇〜1 .5 N • m {0 〜1 5 kgf • cm }] 

各邰測定用 







































準備品ーオートマチックトランスミッション/トランスア ZH —11 

クスル 


20117 トルクレンチ 

[3 〜 23 N . m {30 〜 230 kgf . cm }] 

各部締め付け用 

20120 トルクレンチ 

[〇〜 41 2 N • m {0 〜 4200 kgf _ cm }] 

各部締め付け用 

20202 ノギス 

各部測定用 

21201 ダイヤルゲージ 

各部測定用 

22403 キヤりパーゲージ 

(0 〜 25,25 〜 50 mm ) 

各部測定用 

24002 シクネスゲ_ジ 09852-00040 

各部測定用 


油脂その他 


30204 トヨタ純正 MP グリース No . 2 

各部塗布用 

30313 トヨタ純正オートフルード 

タイプ T 一 IV 

各部塗布用 

31201 イェローぺトロラタムグリース 

(またはワセリン） 

各部塗布用 

50412 アドへシブ1324 

(株)タクティー扱い V 93500114 

各部塗布用 

50905 シール パツ キン1281 

(株)タクティー扱い V 93500111 

各部塗布用 

52801 光明丹 

セカンド コース トブレーキビストンス 
トローク 点検用 

53601 木片 

トランスアクスル固定用 


























MEMO 





トランスファ 


トランスファー ASSY . TF —1 

注意事項 . TF -1 

構成図 . TF -2 

脱着 ■ 分解 . TF -3 







MEMO 




トランスファ 


トランスファー ASSY 


TF —1 


トランスファー ASSY 

注意事項 

1. 分解前に、トランスファー外部に付着している砂，泥などを 
洗浄し分解，組み付け時トランスファー内部に入らないよう 
にする。 

2. トラン スフ ァーカバーなど軽合金部品の接合部を分解する場 
合は、ドライバーなどでこじらずプラスチックハンマーで軽 
く衝撃を与えて分解する。 

3. 分解した部品は常に整理，整頓して、ホコリなどから保護す 
る 。 

4. 各部品は、組み付け前に十分に洗浄し乾燥させた後、ギヤオ 
イルスーパーを塗布する。アルミ，ゴム部およびリングギヤ 
セットボルトは、アルカリ性薬品で洗浄しない。また、〇リ 
ングおよびオイルシールなどのゴム質部品は洗い油（白ガソ 
リンなど）での洗浄はしない。 

5. 摺動面および回転部には、十分にギヤオイルスーパーを塗布 
し組み付ける。 

6. 部品をバイスに固定する場合は、直接バイスに固定せず、必 
ずアルミ板を介して固定する。 

7. 損傷または変形しているスナップリングは新品と交換する。 

8_ ケースの合わせ面に傷をつけると、オイル漏れの原因となる 

ため、傷つけないよう十分に注意する。 

9. シール剤を塗布する前に、シール部に付着している古いシー 
ル剤はきれいに取り除き、シール部を白ガソリンで洗浄す 
る。 

10. シール部を組み付けた後、すぐオイルを注入せず、1時間以 
上放置する。 

11. オイルシール，〇リング，ガスケットとの接触面に傷つける 
とオイル漏れの原因となるので、傷つけないよう十分に注意 
する。 

12. オイルシール圧入時、オイルシールのリップ部および外周を 
傷つけないよう十分に注意する。 




TF-2 


トランスフア 


トランスファー ASSY 


TF00L-O2 

構成図 


I T =19.6 {200} I 


T =63.2 {645} 


トランスファーケースカバー No .1- 


リングギヤマウンテイングケース 
ベアリング LH (アウターレース） 




ベアリングキャップ 


-トランスファーアウト 
プットシャフト 
スペーサー No . 1 


一♦トランスフアーリングギヤ 
マウンテイングケース 

ワッシャ ー No . 2 

-リングギヤマウンテイングケース 
ベアリング RH (アウターレース） 


リングギヤマウンテイングケース 
ベアリング RH (インナーレース） 


リングギヤマウンテイングケース 
ベアリング LH (インナーレース） 


リングギヤマウンテイング 
ケースヮッシャー 


トランスファー 
ストレートビン 


トランスファーケース 


.トランスファー - 
ケースオイルシール 


トランスファーケース 
ストレートピン 


I T =39.2 (400} } 


T =49 {500} 卜 

トランスファー 
ドレーンプラグ 



T =49 {500} 


トランスファーケースプラグ No . 1 


►トランスファーケースオイルシール RH 


售トランスファーケースガスケツト No . 2 


-| T =49 {500}] 

トランスファーケースプラグ No . 2 


_トランスファードリブンピニオンべアリングリヤ（アウターレース） 




トランスファードリブンピニオンべアリングリヤ 
(インナーレース〉 


> T =295 〜403 {3010 〜 4112} プレロード調整卜 

トランスファーギヤナツト 


ランスファーェクステンシヨンハウジング 

參トランスファー 

エクステンションハウジング 
オイルシール 


トランスファーギヤキツ I 



T =25.5 {260} 卜 


トランスファードリブン 
ピニオンべアリング 
フロント（アウターレース） 


トランスファ 
ドリブンビニオンベアリング 
フロント（インナーレース） 

トランスファーアウトプットシャフトワッシャ- 



\ 1=255 12601 1 ~ 

トランスファ ィィ ナミッ 

-参トランスファーピニ 


トランスファー 
エクステンションハウジング 
ダストデフレクター 


クダンパー 
ピニオンベアリングスペーサー 


和 ■ 


トヨタ純正 MP グリース No . 2 塗布 

• ……再使用不可部品 


••締め付けトルク [ N.m { kgf - cm } ] c 52232 
















































































トランスファ 


トランスファー ASSY 


TF-3 


脱着•分解 


TFOOM-OJ 



トランスフ ァー ケースプラグ No. 1 取りはずし 

プラグを取りはずす。 

プラグからガスケットを取りはずす。 

トランスファーケースプラグ No. 2 取りはずし 

プラグを取りはずす。 

プラグからガスケットを取りはずす。 

トランスファードレーンプラグ取りはずし 
ドレーンプラグを取りはずし、オイルを抜き取る。 
ドレーンプラグからガスケットを取りはずす。 




トランスファー ASSY 取りはずし 

ボルト3本およびナット5個を取りはずす。 

プラスチックハンマーを使用して、トランスアクスル AS SY から卜 
ランスファー AS SY を取りはずす。 

工具 プラスチックハンマー〔12101〕 

<注意> 

• トランスファー ASSY をトランスアクスル ASSY 
から水平に取りはずす。 

• トランスファー ASSY の両側のオイルシール部を 
持って移動させない。 

トランスフ アー ケースカバー No. 1 取りはずし 

ボルト8本を取リはずす。 



ブラスバーおよびハンマーを使用して、ケースからケースカバーを取 

リはずす。 













TF-4 


トランスフア 


トランスフア 


ASSY 



8 . 

9. 

⑷ 


トランスファーダイナミックダンパー取りはずし 

ボルト3本をはずし、ェクステンシヨンハウジングからダイナミツク 
ダンパーを取りはずす。 


トランスファーケースストレートピン取りはずし 
スタッドボルト取りはずし 
トランスファー ASSY 固定 

トランスファー AS SY をオーバーホールアタッチメントに固定す 
る。 

工具 オーバーホールァタッチメント 〔 ES -5 TB 〕 

工具 エンジンスタンド [ ES -15 B ] 



トランスファーエクステンシヨンハウジングダストデフレク 
ター取りはずし 

プラスチックハンマーを使用して、エクステンションハウジングから 
ダストデフレクターを取りはずす。 

工具 プラスチックハンマー〔12101〕 



トランスファーエクステンションハウジングオイルシール取 
りはずし 

SST を使用して、エクステンションハウジングからオイルシールを 
取りはずす。 

SST 09308-00010 

<注意> 

ハウジングのオイルシール圧入面およびブシユ内径部を傷つけ 
ない0 



トランスファーエクステンションハウジング取りはずし 

ボルト4本を取りはずす。 































とランスファートランスファー ASSY 


TF —5 



プラスチックハンマーを使用して、ケースからエクステンションハウ 
ジングを取りはずす。 

工具 プラスチックハンマー〔12101〕 



プレロー ド点検 

S S T およびトルクレンチを使用して、バックラッシュの範囲内で起 
動トルク（ドリブンピニオンプレロード）を点検する。 

SST 09326-20011 

計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

0.29〜 0.51 N.m {3 〜 5 kgf - cm } (S S T およびトルクレンチ 
使用時） 

S ST およびトルクレンチを使用して、トランスファーギヤキットと 
リングギヤ歯面を当てた状態で起動トルク（総合ブレロード）を点検 
する。 

SST 09326 -20011 

計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

0.48 〜0.85 N.m {5 〜 9 kgf . cm } (S S T およびトルクレンチ 
使用時） 



バックラッシュ点検 

ダイヤルゲージをリングギヤの歯面に直角に当て、ドリブンピニオン 
を固定し、リングギヤを動かして点検する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

基準値 

0.10〜0.15 mm 
<注意> 

リングギヤ円周上の3箇所以上で点検する。 



15. 

(a) 


歯当たり点検 

リングギヤの歯面両側に光明丹を薄く均一に塗布し、リングギヤを数 
回、回転させる。 

油脂•その他光明丹〔52801〕 

<注意> 

リングギヤ円周上の4箇所以上で歯当たり状態を見る。 

<参考> 

光明丹が示すパターンが歯当たり位置である。 



















TF -6 


トランスファートランスファー ASS Y 


K 3673 



正しい歯当たり 


ヒール 当たり 


フ エース 当たり 






ドリブンピニオンをリングギヤに近づける 
ようにプレートワッシャーを選択する。 


卜一当たり 


フランク当たり 




命 


ドリブンピニオンをリングギヤから遠ざける 
ようにプレートワッシヤーを選択する。 


C 30886 




16. 

(a) 


C 50986 


トランス ファーケース オイ ルシール 取りはずし 

S ST を使用して、ケースからオイルシールを取りはずす。 
SST 09308-00010 

<注意> 

ケースのオイルシール圧入面を傷つけない。 



17. 

(a) 


トランスファーケースオイルシール R H 取りはずし 

S ST を使用して、ケースからオイルシールを取りはずす。 
SST 09308-00010 

<注意> 

ケースのオイルシール圧入面を傷つけない。 



18. 

(a) 


ベアリングキヤップ取りはずし 

ボルト2本をはずし、ベアリングキヤップを取りはずす。 



















































トランスファ 


トランスファ 


ASSY 


TF —7 



19. 

( a ) 


20 . 


トランスファーアウトプットシャフトスペーサー No. 1取りは 

ずし 

S S 丁およびマイナスドライバーを使用して、ケースから スペーサー 
を取リはずす。 

SST 09504-22012 
<注意> 

ケースを傷つけない。 

トランスフアーリングギヤマウンティングケースワ ッシ七 一 

No_2 取りはずし 



21 * トランスフアーリングギヤマウンティングケース八 S S Y 取 
りはずし 

( a ) トランスフアーケースからリングギヤマウティングケース AS SY を 

取りはずす。 

22. リングギヤマウンテイングケースべアリング r h (アウター 
レース）取りはずし 



リングギヤマウンティングケースベアリング LH (インナー 
レース）取りはずし 

S S 丁を使用して、リングギヤマウンティングケース AS SY からイ 
ンナーレースを取りはずす。 

SST 09950-40010 (09951-04010, 09952-04010， 
09953-04020, 09954-04010, 09955 -04060, 

09957-04010, 09958-04010), 09950 -60010 
(09951-00420) 

<注意> 

S S T(09953-04020) のねじ部および先端部に油脂類を塗布し 
て使用する。 



24. 

( a ) 


リングギヤ マ ウンティング ケースべアリ ング r h (インナー 
レース）取りはずし 

S ST を使用して、リングギヤマウンティングケース AS SY からイ 
ンナーレースを取りはずす。 

SST 09950-40010 (09951-04010, 09952-04010， 

09953-04020, 09954 -04010, 09955-04060， 

09957-04010, 09958-04010), 09950 -60010 
(09951-00450) 

<注意> 

S S T (09953-04020) のねじ部および先端部に油脂類を塗布し 
て使用する。 
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リングギヤ振れ点検 

ダイヤルゲージを使用して、リングギヤマウンテイングケース AS S 
Y を V ブロック上にのせ、リングギヤの振れを点検する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

計器 Vブロック〔20401〕 

限度 
0.06 mm 


リングギヤ取りはずし 

リングギヤマウンティングケース A S S Y とリングギヤの合わせマー 
クを付ける。 

ボルト10本を取りはずす。 



プラスチックハンマーを使用して、トランスフアーリングギヤの外周 

を軽くたたいて取りはずす。 

工具 プラスチックハンマー 〔12101〕 



トランスファーリングギヤマウンテイングケース振れ点検 

ダイヤルゲージを使用して' リングギヤマウンテイングケースを V ブ 
ロツク上にのせ、リングギヤマウンテイングケースの振れを点検す 
る。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

計器 ▽ブロック〔20401〕 

限度 

0.14mm 


ト ランスファー ギヤキット取りはずし 
SST を使用して、ギヤナットのかしめを解く。 

SST 09930—00010 (09931-00010, 09931 -00020) 
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プレスを使用して、ドリブンピニオン，ベアリングリヤ（インナー 
レース）およびスペーサーを取りはずす。 

油脂•その他木片〔53601〕 

<注意> 

• ケース内にウェスを入れて、ドリブンピニオンの脱落 
を防ぐ。 

• 木片などを介して、ケースを水平に 保つ。 



トランスファードリブンピニオンべアリングフロント（イン 
ナーレース）取りはずし 

S ST およびプレスを使用して、ドリブン ピニ オンからイン ナーレー 
スを取りはずす。 

SST 09950 -00020 



リングギヤマウンティングケースべアリング L H (アウター 
レース）取りはずし 

ブラスバーおよびハンマーを使用して、ケースからアウターレースの 
2箇所を軽くたたいて取りはずす。 

リングギヤマウンテイングケースワッシャー取りはずし 



32. 

(a) 

33. 


ドリブンピニオンベアリングフロント（アウターレース）取 
りはずし 

ブラスバーおよびハンマーを使用して、ケースからアウターレースの 
2箇所を軽くたたいて取りはずす。 

トランスファーアウトプットシャフトワッシャー取りはずし 
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トランスファードリブンピニオンべアリングリヤ（アウター 
レース）取りはずし 

ブラスバーおよびハンマーを使用して、ケースからアウターレースの 
2箇所を軽くたたいて取りはずす。 



トランスファードリブンピニオンべアリングリヤ（アウター 
レース）取り付け 

SST およびプレスを使用して、ケースにアウターレースを圧入す 
る 。 

SST 09950-60010 (09951-00620), 09950 -70010 
(09951-07150) 

油脂•その他木片〔53601〕 

<注意> 

木片などを介して、トランスファーケースを水平に保つ。 


36. トランスファーアウトプットシャフトワッシャー取り付け 

( a ) ケースにワッシャーを取り付ける。 

<参考> 

ワッシャーは分解前と同じ厚さのものを取り付ける。 



トランスファードリブンピニオンベアリングフロント（アウ 
ターレース）取り付け 

SST ， ボルトおよびナットを使用して、ケースにアウターレースを 
取り付ける。 

SST 09950-60010 (09951-00610, 09951-00620， 

09951-00650)， 09950-60020 (09951-00680) 

油脂•その他ボルト〔54611〕 

油脂•その他ナツト〔54612〕 


38. リングギヤマウンティングケースワッシヤー取り付け 

( a ) ケースにワッシャーを取り付ける。 

<参考> 

ワッシャーは分解前と同じ厚さのものを取り付ける。 



39. 

( a ) 


リングギヤマウンティングケースベアリング LH (アウター 
レース）取り付け 

SS T およびブレスを使用して、ケースにアウターレースを圧入す 
る 。 

SST 09950-60010 (09951-00650), 09950 —70010 
(09951-07200) 


























































































トランスファードリブンピニオンベアリングフロント（イン 
ナーレース）取り付け 

S ST およびプレスを 使用して、 ドリブンピニオンにイン ナーレ ース 
を圧入する。 

SST 09506-30012 
<注意> 

インナーレースを交換する場合は' アウターレースも交換す 
る0 



トランスファーギヤキット取り付け 
ケースにギヤキットを取り付ける。 



ギヤキットに新品のスペーサーおよびべアリングリヤ（イン ナーレ ー 
ス）を取り付ける。 

<注意> 

インナーレ—スを交換する場合は' アウターレースも交換す 
る0 



s S 丁を使用して、新品のギヤナツトを規定トルクで締め付ける。 
SST 09326-20011,09556-1 6030 
基準値 

T =295 N.m {3010 kgf - cm } 

<注意> 

ギヤナツトをかしめない。 
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( b ) 

( c ) 

( d ) 


ドリブンピニオンプレロード調整 

S ST およびパネばかりを使用して、ギヤキットの起動トルクを測定 
する。 

SST 09326 -200 11 

計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

ベアリング新品0.51〜 0.95 N.m {5 〜 9 kgf - cm } 

(S S T およびトルクレンチ使用時） 

ベアリング 再使用品 0.29 〜〇 .51 N_m {3 〜 5 kgf . cm } 

(S S T およびトルクレンチ使用時） 

<注意> 

ベアリングをなじませるため、正転および逆転を数回行なつた 
後に測定する。 

プレロード過大の場合は、ベアリングスペーサーを新品と交換する。 
プレロード不足の場合は、ギヤナットを5〜1〇。ずつ増し締めしなか 
ら、プレロードを測定し基準値になるように繰返し調整する。 

ギヤナットの締め付けトルクが基準値上限締め付けトルクを越えて 
も、プレロード不足の場合は、ギヤナットを一度ゆるめてギヤナット 
およびギヤキットのねじ部および座面に防鲭油またはギヤオイル 75 W 
—90 ( GL - 5) を塗布したのち前作業を繰り返す。締め付けトルク 
が基準値より小さい場合は、ベアリングスペーサーを新品に交換し調 
整する。 

油脂•その他トヨタ純正ギヤオイルスーパー〔30715〕 



43. 

( a ) 

( b ) 



( c ) 

(d) 


リングギヤ組み付け 
リングギヤを熱湯で90〜10 0° C に加熱する。 

リングゼ七とリングギヤマウンティングケース合わせ面の油脂および 
水分を十分に清掃する。 


リングボヤとリングギヤマウンテイングケースの合わせマークを合わ 
せ、素早く組み付ける。 

ボルト10本で締め付ける。 

基準値 

T =77.5 N*m {791 kgf - cm } 
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リングギヤマウンティングケース ベア リング R H (インナー 
レース）取り付け 

S ST およびプレスを使用して、リングギヤマウンティングケースに 
インナーレースを圧入す る。 

SST 09950 -6001 0 (09951-00420) 

<注意> 

イン ナーレースを 交換する場合は、アウ ターレース 側も交換す 
る0 




リングギヤマウンティングケースべアリング L H (インナー 
レース）取り付け （2 MZ — FE 搭載車） 

S ST およびプレスを使用して、リングギヤマウンティングケースに 
インナーレースを圧入する。 

SST 09223-00010 

<注意> 

インナーレースを交換する場合は、アウターレース側も交換す 
る0 




リングギヤマウンティングケースべアリング L H (イ 、ノナー 
レース）取り付け（5 3— ド日搭載車） 

S ST およびブレスを使用して、リングギヤマウンティングケースに 
インナーレースを圧入す る。 

SST 09223-00010,09726-40010 
<注意> 

インナーレースを交換する場合は、アウターレース側も交換す 
る。 

リングギヤマウンティングケースベアリング R H (アウター 
レース）取り付け 

トランスフアーリングギヤマウンティングケース A S S Y 取 
り付け 



トランスファーアウトプットシャフトスペーサ — No . 1取り付 
け 

図のように、ケースの穴とスペーサーの切り欠きを合わせて取り付け 
る0 























































































TF -14 


トランスフア 


トランスファー ASSY 



50. 


トランスフアーリングギヤマウンテイングケースワツシヤー 
No . 2取り付け 
<参考> 

ワッシャーは分解前と同じ厚さの新品のものを取り付ける。 



ベアリングキャップ取り付け 

ボルト:2本で、ベアリングキャップを取リ付ける。 

基準値 

T =63.2 N.m {645 kgf - cm } 



52. 

( a ) 


( b ) 


バックラッシュ点検 

ダイヤルゲージをリングギヤの歯面に直角に当て、ドリブンピニオン 
を固定しリングギヤを動かして点検する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

基準値 

0.10〜0.15 mm 
<注意> 

リングギヤ円周上の3箇所以上で点検する。 

基準値外の場合は、リングギヤマウンテイングケースべアリング LH 
(アウターレース）側のワッシャーを表から選択し再組み付けして基準 
値;にする。 

<参考> 

バックラッシュが基準値よリ大きい時は板厚の薄いものを、小 


さい時は厚いものを選択する。 


ワッシャーの種類（バックラッシュ調整用） 


品番 

板厚 [ mm ] 

識別 マーク 

36265-33010 

2.05 

00 

36265-33020 

2.08 

01 

36265-33030 

2.11 

02 

36265-33040 

2.14 

03 

36265-33050 

2.17 

04 

36265-33060 

2.20 

05 

36265-33070 

2.23 

06 

36265-33080 

2.26 

07 

36265-33090 

2.29 

08 

36265-33100 

2.32 

09 

36265-33110 

2.35 

10 
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品番 

板厚 [ mm ] 

識別マーク 

36265-33120 

2.38 

11 

36265-33130 

2.41 

12 

36265-33140 

2.44 

13 

36265-33150 

2.47 

14 

36265-33160 

2.50 

15 

36265-33170 

2.53 

16 

36265-33180 

2.56 

17 

36265-33190 

2.59 

18 

36265-33200 

2.62 

19 

36265-33210 

2.65 

20 

36265-33220 

2:68 

21 

36265-33230 

2.71 

22 

36265-33240 

2.74 

23 

36265-33250 

211 

24 

36265-33260 

2.80 

25 

36265-33270 

2.83 

26 

36265-33280 

2.86 

27 

36265-33290 

2.89 

28 

36265-33300 

2.92 

29 

36265-33310 

2.95 

30 

36265-33320 

2.98 

31 

36265-33330 

3.01 

32 

36265-33340 

3.04 

33 

36265-33350 

3.07 

34 



ワツシヤー（バックラッシュ調整用）は図の位置に取り付ける。 



歯当たり点検 

リングギヤの歯面両側に光明丹を薄く均一に塗布し、リングギヤを数 
回、回転させる。 

油脂•その他光明丹〔52801〕 

<注意> 

リングギヤ円周上の4箇所以上で歯当たり状態を見る。 

<参考> 

光明丹が示すパターンが歯当たり位置である。 
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ヒール 当たり フェース 当たり 



ドリブンピニオンをリングギヤから遠ざける 

ようにプレートワッシャーを選択する。 C 30886 


( b ) 歯当たり不良の場合は、ドリブンピニオンべアリングフロント（アウ 

ターレース)側のワッシャーを表から選択し再組み付けする。 

<注意> 

ワッシャー（歯当たり調整用）の板厚を変えた場合は、バック 


ラッシュも変わるのでバックラッシュの調整が必要となる。 
ワッシャー（歯当たり調整用）の種類 


品番 

板厚 [ mm ] 

識別マーク 

36275-33010 

2.10 

A A 

36275-33020 

2.11 

A B 

36275-33030 

2.12 

AC 

36275-33040 

2.13 

BA 

36275-33050 

2.14 

巳巳 

36275-33060 

2.15 

BC 

36275-33070 

2.16 

C A 

36275-33080 

2.17 

C B 

36275-33090 

2.18 

CC 

36275-33100 

2.19 

DA 

36275-33110 

2.20 

D B 

36275-33120 

2.21 

DC 

36275-33130 

2.22 

E A 

36275-33140 

2.23 

E B 

36275-33150 

2.24 

EC 

36275-33160 

2.25 

FA 

36275-33170 

2.26 

F B 

36275-33180 

2.27 

F C 

36275-33190 

2.28 

G A 
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品番 

板厚 [ mm ] 

識別 マーク 

36275-33200 

2.29 

GB 

36275-33210 

2.30 

GC 

36275-33220 

2.31 

H A 

36275-33230 

2.32 

H B 

36275-33240 

2.33 

HC 

36275-33250 

2.34 

J A 

36275-33260 

2.35 

J B 

36275-33270 

2.36 

J C 

36275-33280 

2.37 

K A 

36275-33290 

2.38 

KB 

36275-33300 

2.39 

KC 

36275-33310 

2.40 

し A 

36275-33320 

2.41 

し巳 

36275-33330 

2.42 

し C 

36275-33340 

2.43 

MA 

36275-33350 

2.44 

MB 

36275-33360 

2.45 

MC 

36275-33370 

2.46 

N A 

36275-33380 

2.47 

N B 

36275-33390 

2.48 

N C 

36275-33400 

2.49 

PA 

36275-33410 

2.50 

P B 

36275-33420 

2.51 

PC 

36275-33430 

2.52 

Q A 

36275-33440 

2.53 

Q B 

36275-33450 

2.54 

QC 

36275-33460 

2.55 

R A 



( c ) 


ワツシヤー（歯当たり調整用）は図の位置に取り付ける。 
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54. 総合プレロー ド調整 

( a ) S ST およびパネばかりを使用して、ドリブンピニオンとリングギヤ 
の歯面を当てた状態で起動トルク（総合プレロード）を測定する。 

SST 09326 -200 11 

計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

ベアリング新品ギヤキットプレロード 

+0.29 〜 0.44 N_m {3 〜 4 kgf . cm } ( SST およびトルクレン 

チ使用時） 

ベアリング再使用品ギヤキットプレロード 

+0.18 〜〇 _33 N_m {2 〜 3 kgf - cm } ( SST およびトルクレン 

チ使用時） 

<参考> 

ベアリングをなじませるため、正転および逆転を数回行なつた 
後に測定する。 

( b ) プレロードの基準値外の場合は、リングギヤマウンテインケースベア 
リング RH (アウターレース）側のワッシャーを表から選択し再組み 

付けする。 


ワッシャー（プレロード調整用）の種類 


品番 

板厚 [ mm ] 

識別 マーク 

36266-33010 

2.47 

A 0 

36266-33020 

2.50 

A 1 

36266-33030 

2.53 

A 2 

36266-33040 

2.56 

A 3 

36266-33050 

2.59 

A 4 

36266-33060 

2.62 

A 5 

36266-33070 

2.65 

A 6 

36266-33080 

2.68 

A 7 

36266-33090 

271 

A 8 

36266-33100 

2.74 

A 9 

36266-33110 

2.77 

BO 

36266-33120 

2.80 

B 1 

36266-33130 

2.83 

B 2 

36266-33140 

2.86 

B 3 

36266-33150 

2.89 

B 4 

36266-33160 

2.92 

巳 5 

36266-33170 

2.95 

B 6 

36266-33180 

2.98 

B 7 

36266-33190 

3.01 

B 8 

36266-33200 

3.04 

巳 9 

36266-33210 

3.07 

CO 

36266-33220 

3.10 

Cl 

36266-33230 

3.13 

C 2 

36266-33240 

3.16 

C 3 

36266-33250 

3.19 

C 4 
































TF-19 

トランスファ-トランスファー ASSY 


□ 采 
ロロ畨 

板厚 [mm] 

識別 マーク 

36266-33260 

3.22 

C 5 

36266-33270 

3.25 

C 6 

36266-33280 

3.28 

C 7 

36266-33290 

3.31 

C 8 

36266-33300 

3.34 

C 9 

36266-33310 

3.37 

DO 

36266-33320 

3.40 

D 1 

36266-33330 

3.43 

D 2 

36266-33340 

3.46 

D 3 

36266-33350 

3.49 

D 4 

36266-33360 

3.52 

D 5 

36266-33370 

3.55 

D 6 

36266-33380 

3.58 

D 7 

36266-33390 

3.61 

D 8 

36266-33400 

3.64 

D 9 

36266-33410 

3.67 

E 0 

36266-33420 

3.70 

E 1 

36266-33430 

3.73 

E 2 

36266-33440 

3.76 

E 3 

36266-33450 

3.79 

E 4 

36266-33460 

3.82 

E 5 



ワツシヤー（プレロード調整用）は図の位置に取り付ける。 
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トランスファーケースオイルシール R H 取り付け 
S ST を使用して、ケースにオイルシールを図の位置まで打ち込む。 
SST 09950-60010 (09951-00360, 09951-00590， 
09952-06010), 09950-70010 (09951-07150) 


<注意> 

オイルシールの 傾きに注意しながら取り付ける。 

オイルシールのリップ部に少量の M P グリース No . 2を塗布する。 
油脂.その他トヨタ純正 MP グリース No .2 〔30204〕 



56. 

( a ) 


( b ) 


トランスファーケースオイルシール取り付け 

S ST を使用して、ケースにオイルシールを図の位置まで打ち込む。 
SST 09608-10010, 09950 -70010(09951-07150) 

<注意> 

オイルシールの傾きに注意しながら取り付ける。 

オイルシールのリツプ部に少量の M F グリース No . 2を塗布する。 
油脂.その他トヨタ純正 MP グリース No . 2〔30204〕 



トランスファーエクステンションハウジングオイルシール取 
り付け 

SST を使用して、エクステンションハウジングにオイルシールを図 
の位置まで打ち込む。 

SST 09950 -60010 (09951-00380, 09951-00580， 

09952-06010)，09950 -70010 (09951-07150) 

<注意> 

オイルシールの傾きに注意しながら取り付ける。 

オイルシールのリ ップ 部に少量の MP グリース No . 2を塗布する。 

油脂■その他トヨタ純正 MP グリース No . 2 [30204] 

トランスファーエクステンションハウジングダストデフレク 
ター取り付け 

S ST およびプレスを使用して、エクステンションハウジングにダス 
トデフレクターを組み付ける。 

SST 09950-60010 (09951-00640), 09950-70010 

(09951-07150) 



59. 

( a ) 


トランスファーエクステンションハウジング取り付け 

エクステンションハウジングの 図の位置に シールバッキン 1281 をビー 
ド状 （01.2 mm ) に連続して塗布する。 

油脂■その他 シール パツ キン1281〔50905〕 


<注意> 

• 取り付け面を脱脂する。 

• シール パッ キン塗布後、10分以内にトランスファ— 
ケースに取り付ける。 




































































60. トランスファー A S S Y 取りはずし 

( a ) オーバーホールアタッチメントからトランスファー AS S Y を取りは 
ずす。 

61. スタッドボルト取り付け 

( a ) ケースの図の位置にスタッドボルトを取り付ける。 

<参考> 

図のスタツドボルトは下側がケース取り付け側となる。 



C 52238 



























TF -22 


トランスファートランスファ — ASSY --- 

62. ストレートピン取り付け 

( a ) プラスチックハンマーを使用して、ケースの図の位置にストレートヒ 

ンを打ち込む。 

工具 プラスチックハンマー〔12101〕 




トランスファーダイナミックダンパー取り付け 

ボルト3本で、エクステンションハウジングにダイナミックダンバー 
を取り付ける。 

基準値 

T=25.5N.m {260kgf-cm} 



トラン スファーケースカバー No . 1 取り付け 

ケースカバーの図の位置にシールパツキン I 281 をビード状 
( 0 1.2 mm ) に連続して塗布する。 

油脂•その他 シール パッキン1281〔50905〕 

<注意> 

• 取り付け面を脱脂する。 

• シール パッキン塗布後、10分以内にケースに取り付け 
る0 



ボルト8本で、ケースにケースカバーを取り付ける。 
基準値 

T=19.6N-m {200kgf-cm} 






















































トランスファ 


TF —23 



65. 

( a ) 


トランスファー AS S Y 取り付け 

ボルト3本およびナット5個を取り付ける。 

基準値 

T =68.6 N-m {700 kgf . cm } 

<注意> 

トランスファ — ASSY をトランスアクスル ASSY 
に水平に取り付ける。 

トランスフアー ASSY の両側のオイルシール部を 
持って移動させない。 



ドレーンプラグ取り付け 

新品のガスケツトを介して、ドレーンプラグを取り付ける 

基準値 

T =49 N_m {500 kaf . cm } 


67. トランスファーケースプラグ No. 2取り付け 

(a) 新品のガスケットを介して、プラグを取り付ける。 

基準値 

T =49 N*m {500 kgf - cm } 

68. トランスファーケースプラグ No. 1取り付け 

⑷ プラグホール下端から〇〜5 mm 下がったところまで、オイルを注入 

する。 

油脂•その他トヨタ純正ギヤオイル スーパー 〔 3〇 715〕 

( b ) 新品のガスケットを介して、プラグを取り付ける。 

基準値 

T =49 N.m {500 kgf _ cm } 
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オートマチックトランスミッション/トランスアクスル 


オートマチックトランスアクスル assy .. AT — 1 

注意事項 . A 丁 一 1 

構成図 . A T 〇 

脱着•分解 . AT - 10 

トランスミッシヨンバルブボデー ASSY .. AT -46 

構成図 . AT -46 

脱着•分解 . AT -59 

フロントオイルポンプ A S S 丫 . AT —70 

構成図 . AT - 70 

脱著.分解 . AT — 71 

ダイレクトクラッチ A S S Y . AT - 76 

構成図 . AT - 76 

脱着•分解 . AT - 77 

フオワードクラッチ ASSY . AT - 82 

構成図 . AT — 82 

脱着•分解 . AT -83 

セカンド コース ト ブレーキ . AT -88 

構成図 . AT -88 

脱着•分解 . AT - 89 

フロントプラネタリ ー ギヤ 

& ワンウェイクラッチ No . 1 .. AT —91 

構成図 . AT — 91 

脱着.分解 . /\ T 一92 

セカンドブレーキ . AT —95 

構成図 . AT — 95 

脱着，分解 . AT - 96 

ワンウェイクラッチ No . 2 

& リヤプラネタリーギヤ.. AT -98 

構成図 . AT - 98 

脱着■分解 . AT -99 

オーハードライブ . AT —102 

構成図 . AT -102 

脱着.分解 . AT - 104 

フ ァース ト & リバースブレーキ . AT — 122 

構成図 . AT — 122 

脱着.分解 . AT — 123 

テイファレンシャル ASSY . AT - 126 

構成図 . AT - 126 

脱着•分解 . AT -127 

















































オートマチック 


トランスミッション/トランスー 



2 . 

3. 

4. 


5. 

6 . 


18 . 


オートマチックトランスアクスル ASSY 
注意事項 AT _ 

1 -分解前にトランスアクスル外部に付着している砂、泥などを 
洗浄し脱着、分解時内部に入らないようにする。 

オイルパンを取りはずすまでは、バルブボデーに異物が入る 
おそれがあるため、オイルパン側を上に向けない。 

ケースなとで軽合金部分を分解する場合は、ドライバー等で 
こじらないでプラスチックハンマーで軽く衝撃を与えて分解 
する。 

脱着および分解作業時は、素手またはビニール手袋を使用し 
て作業を行う。軍手およびウェス等は糸くずの混入防止のた 
め使用しない。 

分解した部品は常に整理、整頓してホコリ等から保護する。 
各部品は取り付け前に十分洗浄し、乾燥の後トヨタ純正オー 
トフルードタイプ T 一 IV を塗布する。ただし、アルミ、リン 
グギヤセットボルトおよびゴム部品は、アルカリ性薬品で洗 
浄しない。また、〇リング、ガスケットおよびオイル シール 
のゴム質の部品とクラッチディスクは、洗い油（白ガソリン 
等）での洗浄は絶対にしない。 

クラッチディスクは取り付け前にトヨタ純正オートフルード 
タイプ丁一IVに浸しておく。特に、新品のクラッチディスク 
は15分以上浸し、ライニング内にオイルを浸透させる。 

摺動面、回転面には、トヨタ純正オートフルードタイプ丁一 
IV を塗布して取り付ける。 

〇リングおよびオイル シール リング取り付け時は、十分に卜 
ヨタ純正オートフルードタイプ T— IV を塗布し、傷つけない 
ように取り付ける。 

傷または変形しているスナップリングは、新品と取り替え 
る。 

部品を直接バイスに固定せず、必ずアルミ板を介して固定す 
る。 

オイル漏れの原因となるため、ケースの合わせ面を傷つけな 
いように十分注意する。 

シール剤を塗布する前に、シール部に付着している古いシー 
ル剤はきれいに除去し、白ガソリンで洗浄する。 

シール部を取り付けた後、すぐオイルを注入したり走行した 
りせず、1時間以上放置する。 

〇リング、スナップリング、ベアリング、ベアリング レース 
等、類似品の誤取り付けおよび欠品には十分に注意する。 

オイルシールリング取り付け時には、合い口部を厚さの8倍 
以上に拡げない。 

スラストベアリングおよびレース取り付け時、脱落する場合 
は、トランスアクス ルオーバーホール ガスケットキット内の 
イェローペトロラタムグリースをごく少量使用する。また、 

イェローぺトロラタムグリースがない場合に限り、ワセリン 
をごく少量使用してもよい。 

トヨタ純正オートフルードタイプ T 一 IV を使用する- 


8 . 

9. 

10 . 
11 . 

12 . 

13. 

14. 

15. 

16. 
17. 


AT-2 


オー ト マチック トランスミツシヨ、"獄 ノスレ 


-オー ト マチック トランス アクス ル ASSY 


構成図 








































































































































































オートマチックトランスミッション/トランス 
アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 


AT —5 


プラネタリー 
サンギヤ 


フォワードクラッチ ASSY 


I フロントオイルポンプ 
ボデー〇リング 


フ□ントオイルポンプ assy 


ダウレクトクラッチ ASSY 


セカンド コース トブレーキバンド A S S Y 


スラストペアリング 


フロントプラネタリー 
ギヤ ASSY 


フロントプラネタリー 
リングギヤ 


スラストワ ツシヤ 



ワンウェイクラッチ No . 1 
-スラストベアリング 


ダイレクトクラッチドラム 
スラストワ ツシヤ 


ステータシャフトクラッチドライブ 
スラストワツシヤ 


=22 {225} 


リヤプラネタリーギヤ ASSY 

リヤプラネタリーリングギヤ 

スラストベアリング 


フロントプラネタリーリングギヤ 
スナップリング 


セカンドブレーキクラッチプレート 

セカンドブレーキフランジ 


セカンドブレーキピストン 




スナップリング 


ワンウェイクラッチ ASS YNo .2 


プラネタリーキヤリヤ 
スラストワツシャ 


セカンドブレーキクラッチディスク 


セカンドブレーキピストン 
リターンスプリング 


•イェローペトロラタムグリース塗布 


•再使用不可部品 [ 


•締め付けトルク [ N.m { kaf - cm }] 


C 52924 

















































AT — 6 


オートマチックトランスミッション/トランスーオートマチックトランスアクスル ASSY 

アクスル 























































オートマチックトランスミッション/トランス 
アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 


AT-7 


トランスアクスルケースキヤップ No . 2 


>トランスアクスル 
ケースキャップ0リング 


•フロントライプピニオン 

7 -パードローラー 

ベアリングフロント 


ディファレンシャルドライブピニオン 
ベアリングケージホールスナップリング 


デイファレンシャル 
ドライブビニオン 
ベアリングケージ 



T =5.4 {55} I 


- 1 T =19.1 {195}] 


-フロントデイファレンシャル 
オイルシールリテーナ 


トランスアクスルケース 
ブラグ No . 1 


© 一一鲁〇リング 


フロントドライプピニオンー 
テーパー ドロー ラーべ アリング 
リヤ（アウターレース） 


ガスケット 


-ドレーンプラグ 
I T =53.9 {550} I 


カウンタードリブンギヤ A S S Y 


>T =205〜355 {2090-3600} 」丨 T =19.1 {195} "] - (SP 


フロントデイフアレンシャルケース 
テーパードローラーペア リングリ ヤ 


フロントデイファレンシャルケース 


フロントデイファレンシャル 
サイドべアリングリテーナ 


A 5 41 F 



フロントデイファレンシャルケース 


•冉使用不可部品 ！_ I ……締め付けトルク [ N_m { kaf - cm }] 


C 52905 



































































AT-8 


オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 
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AT-10 


オー ト マチック トランスミッション/トランス 

アクスル 


ーオー トマチックトランスアクスル ASSY 


AT05K-01 


脱着■分解 



トランスファー ASSY 取りはずし （A 5 41 F ) 

ナット5個およびボルト3本を取りはずし、プラスチックハンマーを 
使用して、トランスアクスル AS SY から トランスファー AS SY を 
取りはずす。 

工具 プラスチックハンマー〔12101〕 

<注意> 

• トランス ファー ASSY をトランスアクスル ASSY 
から水平に取りはずす。 

• トランス ファー ASSY のオイルシール部を持つて移 
動しない。 

ドレーンプラグ取りはずし 

ソケットへキサゴンレンチ 1〇 を使用して、ドレーンプラグ 2 個を取り 
はずす。 

丁目 ヘキサゴンレンチセット〔09040-00010〕 

エ目 ソケットへキサゴンレンチ1〇 (09043—201 00) 

ドレーンプラグ2個からガスケット2個を取りはずす。 



コン ト ロール シャフトレバー取りはずし 

ナットおよびワッシャーをはずし、コントロールシャフトレバーを取 
リはずす。 



ニュートラルスタートスイッチ取りはずし 

ナットストッパーのかしめを解き、ロックナットおよびストッパーを 

取りはずす。 

ボルト2本をはずし、ニュートラルスタートスイッチを取りはずす。 























オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


オートマチックトランスアクスル A S S Y 


AT-11 



オイルクーラーチューブユニオン取りはずし 

ユニオン No . 1およびュニオン No . 2を取りはずす。 

ユニオン No . 1およびユニオン No .2 から〇リングを取りはずす 



トランスアクスルケースプラグ No .1 取りはずし 

プラグ（ラインプレッシャー点検用）を取りはずす。 
プラグから〇リングを取りはずす。 



トランスミツシヨンレボリユーシヨンセンサー取りはずし 

ボルトをはずし、トランスミツシヨンレボリユーシヨンセンサーを取 
りはずす。 

トランスミツシヨンレボリユーシヨンセンサーから〇リングを取りは 
ずす。 



トランスアクスルケースカバーアッパー取りはずし 

ボルト9本をはずし、アッパーカバーを取りはずす。 
ガスケットを取りはずす。 



トランスアクスル A S S Y 固定 

木片を介し、トランスアクスル AS SY を図のように固定する。 
油脂•その他木片〔53601〕 

<注意> 


ティファレンシャルオイルシールを傷つけない。 









































AT — 12 


オートマチックトランスミッション/トランスーオートマチックトランスアクスル assy 

_アクスル _ _ _ 



トランスアクスルオイルパン取りはずし 

ボルト17本をはずし、オイルパン、ガスケットおよ.びマグネツト3個 
を取りはずす。 


オイ ルス ト レーナ ASSY 取りはずし 

ボルト3本をはずし、オイルスト レーナ AS SY を取リはずす。 
オイルスト レーナから ガスケツトを取りはずす。 



アキュームレータ アプライ チューブ ブラケット取りはずし 

ボルト3本をはずし、ブラケットを取りはずす。 



マニュアルディ テントスプリング取りはずし 

ボルト2本をはずし、スプリングおよびカバーを取りはずす。 



マニュアルバルブボデー 取りはずし 

ボルト5本をはずし、 マニュアル バルブボデーおよびガスケットを取 
りはずす。 































































































トマチックトランスミッション ' 才-トマチックトランスアクスル ASSY AT - 13 


15. アキ ュームレー タ チューブ 取りは ずし 

(a) ボルトをはずし、チューブ6本を取りはずす。 

<参考> 

フレックスロックアップ付きは、コネクタークランプも取りは 
ずす。 




C 51637 



16. 


17 . 

(a) 


ソレノイドコネクター取りはずし 
<参考> 

• フレックスロックアップ付き ••• 4箇所 

• フレックスロックアップ無し ••• 3箇所 


コネクタークランプ取りはずし 

ボルトをはずし、コネクタークランプを取りはずす。 



18. 

(a) 


フアースト&リバースブレーキチューブ取りはずし 

ボルトをはずし、サポートおよびアプライチューブを取りはずす 



19. 

(a) 


トランスミツシヨンバルブボデー A S S Y 取りはずし 

コネクタークランプを取りはずす。 

































































AT -14 ォ—トマチックトランスミッション/トランス-オート マチック トランスアクスル ASSY 

アクスル 



( b ) バルブボデー AS SY を手で支えて、ボルト9本を取りはずす。 



スロッ トルケーブルのエンド部を切り離し、バルブボデー AS SY を 
取りはずす。 



21 . 



C 51644 


スロットルケーブル ASSY 取りはずし 

ボルトをはずし、ロックプレートを取りはずす。 
スロットルケーブルを取りはずす。 



トランスミッションワイヤ取りはずし 

ボルトをはずし、トランスミッションワイヤを取りはずす。 
トランスミッションワイヤから〇リングを取りはずす。 




















































AT-15 


才—トマチックトランスミッシヨン/トランスーオートマチックトランスアクスル ASSY 
アクスル 



アギ ユー ムレー ター ピストン取りはずし 

カバーを押えながら、ボルト4本を均等に少しずつゆるめてカバーお 
よびガスケットを取りはずす。 



アキユームレーター C 1ピストンおよびスプリングを取りはずす。 
ピストンから0リング2個を取りはずす。 



( e ) 


エアガンを使用して、図の油穴からエアを吹き込んでアキュー ムレー 
ター C 2ピストン、アキュームレーター B 2 ピストンおよびスプリン 
グを取りはずす。 

<注意> 

• ピストンが勢いよく飛び出すおそれがあるので、ウエ 
スなどで押えながら取りはずす。 

• A / T フルードを飛散させない。 

<参考> 

フレックスロックアップ付きは 、 B 2 ピストンのスプリングは 
1個しかない。 

各ピストンから〇リングを2個ずつ取りはずす。 



マニユア ルバルブ レバーシャフ ト取りはずし 

マイナス 薄刃 ドライバー および ハンマーを 使用して、 スペーサーを 切 
断し取りはずす。 





























AT — 16 オートマチックトランスミッション/トランス-オートマチックトランスアクスル assy 

_ アクスル ____ 

ピンポンチを使用して、スロッテッドビンを取りはずす。 
工具 ピンポンチ〔09031-00030〕 


リテーナースプリングを取りはずす。 


マニュアル バルブ レバー シャフト、 マニュアル バルブ レバー および 
パーキング ロックロツドを取りはずす。 


マニュアル バルブ レバーシャフ トオイル シール 取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、オイルシールを取りはずす。 


セカンドコーストブレーキピストンストロー ク点検 

ピストンロッドとケースの境目に光明丹を塗布しマークする。 
油脂•その他光明丹〔52801〕 



( b ) 



( c ) 




25. 

( a ) 



26. 

(a) 






























二 トマチ”トランス ミツシ ヨン/巧グレ-才-トマチックトランスアクスル ASSY AT 一” 



S ST およびエアガンを使用して、図の油穴からエア (392 kpa (4 

kgf/cm") ) を吹き込んだ時、ケースからピストンロッドの マークまて、 
のストロークを測定する。 

計器 ワイヤゲージセット〔09240-00020〕 

基準値 
2.0 〜 3.5mm 
<注意> 

測定は数回行い、平均値をとる。 

<參考> 

基準値を越える場合は、セカンド コー スト ブレーキ バンドを 占 


検する。 



セカンド コース トブレーキビストン取りはずし 

SST を使用して、スナップリングを取りはずす。 
SST 09905—00013 



ェアガンを使用して、カバーをウェスなどで押さえ、図の油穴からェ 
アを吹き込む。 

<注意> 

• ピストンが勢いよく飛び出すおそれがあるので、ウェ 
スなどで押さえながら取りはずす。 

• A / T フルードを飛散させない。 



カバー、ピストンおよびスプリングを取りはずす。 
カバーから0リング2個を取りはずす。 



























AT —18 オ—ト マチック トランスミッション/トランス ー オート マチック トランスアクスル八 S S Y 

_ アクスル _ 

28. トランスアクスル A S S Y 固定 
( a ) オイルポンプ側を上にして固定する。 

油脂.その他木片〔53601〕 

<注意> 

ディファレンシャル オイ ルシールを 傷つけない。 



インプットシャフトエンドプレー分解前点検 

ダイヤルゲージを使用して、インブットシャフト先端での遊びを測定 
する。 

計器 ダイヤルゲージ(21201] 

基準値 

0.25 〜0.90 mm 



フロントオイルポンプ AS SY 取りはずし 

ボルト7本を取りはずす。 




SST を使用して、オイルポインプを取りはずす。 
SST 09350 -3201 4 (09351-32061) 


オイルボンブから0リングを取りはずす。 
















ォートマチックトランスミッション/節レ . 才-トマチックトランスァクスル ASSY 



フオワードクラッチ AS SY 取りはずし 


AT-19 



32. 

( a ) 

( b ) 


ダイレクトクラッチ ASSY 取りはずし 

フォワードクラッチからダイレクトクラッチをとりはずす。 
ダイレクトクラツチからスラストワッシャーを取りはずす。 



スラストベアリング取りはずし 

フオワードクラツチからベアリング2個を取りはずす。 



セカンド コース トブレーキ バンド ASSY 取りはずし 

マイナス薄刃ドライバーを使用して、ストレートピンを取りはずす。 


























AT-20 


オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 



インプットシャフトオイルシールリング取りはずし 

リングギヤを取りはずす。 



(c) 



C 51670 


プラネタリーギヤを取りはずす。 


ブラネタリーギヤからベアリングおよびレースを取りはずす。 




サンギヤを取りはずす。 


サンギヤからスラストワッシャーを取りはずす。 











オートマチックトランスミッシヨン/トランス 
アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 


AT —21 



C 51801 



C 51802 



C 51803 



C 51804 



C 51805 


( f ) インターミデイエイトシヤフト先端からオイルシールリングを取りは 
ずす。 


36. セカンドブレーキピストン作動点検 

( a ) エアガンを使用して、図の油穴からエアを吹き込んだ時、ピストンが 

スムースに 摺動することを点検する。 

<注意> 

A / T フルードを飛散させない。 


37. セカンド コース ト ブレーキ バンドガイド プレー ト取りはずし 

⑷ ボルトをはずし、ブレーキバンドガイドおよびリテーナ ーを 取りはず 
す。 


38. セカンド ブレーキ 取りはずし 

( a ) マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 


( b ) セカンドブレーキドラムを取りはずす。 































AT-22 


オートマチックトランスミッション/トランス_オートマチックトランスアクスル ASS 丫 

アクスル 






ブレーキ ドラムガスケット取りはずし 

ガスケットを押し込み、取りはずす。 



リヤプラネタリーリングギヤ取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 























AT-23 


才一トマチックトランスミッシヨン/トランス-オートマチックトランスアクスル ASSY 

アクスル 

( b ) ワンウェイクラツチ W / プラネタリーギヤを取りはずす。 

<参考> 

スラストワツシヤーがトランスアクスル側に付いている場合が 
ある0 


(c) スラストワツシヤーを取りはずす。 


C 51812 


( d ) リングギヤを取りはずす。 

(e) リングギヤからベアリングを取りはずす。 


41 -ファースト&リバースブレーキピストン作動点検 

( a ) エアガンを使用して、図の油穴からエアを吹き込んだ時、ピストンが 
スムースに 摺動することを点検する。 


42 ■ フアースト& リバースブレーキパッククリアランス点;^ 

(a) シックネスゲージを使用して、サービスホールカバーからセカンドブ 

レーキドラムとブレーキプレートのすき間を点検する。 

計器 シックネスゲージ〔24002〕 

基準値 

0.84〜1 .96 mm 
<参考> 

基準 値を越える場合はクラッチディスク、ブレーキプレートお 
よびブレーキフランジを点検する。 










































AT-24 


才一トマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 



ファースト & リバースブレーキ 取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 


フランジ、ディスク6枚およびプレート6枚を取りはずす。 



オーバードライブブレーキドラム取りはずし 

ボルト12本を取りはずす。 




プラスチックハンマーを使用して、オーバードライブユニットを取り 
はずす。 

工具 プラスチックハンマー〔12101〕 


ユニットからガスケットおよびべアリングを取りはずす。 













i -トマチ”トランスミツシヨン/よ；が-才-卜7チックトランスァクスル ASSY AT -25 



オーバードライブプラネタリーギヤを取りはずす。 

<參考> 

オーバードライブ ユニッ トについてはずれる場合がある。 
オーバードライブ ユニツ トからべアリングを取リはずす- 



ブレーキドラムを取りはずす。 

<参考> 

オーバードライブユニットについてはずれる場合がある。 


( g ) アプライガスケット2個を取りはずす。 





ウオーターポンププライヤーを使用して、スナップリングを取りはず 
す。 

工具 ウオーターポンププライヤー〔09130-00150〕 



パーキングロック ポール 取りはずし 

ポルト3本をはずし、ポールブラケットおよびガイドを取りはずす 















AT — 26 


オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 



ポールシャフトを はずし、 ス プリ ング および ロックポールを 取りはず 
す 0 




パーキングロックポール取り付け 

ロックポール、スプリングおよびポールシャフトを取り付ける。 


ポールブラケツトおよびガイドをボルト3本で取り付ける。 

基準値 

T =7.4 N-m {75 kgf * cm } 



47. 

( a ) 



オーバー ドライブケース取り付け 

ウォーターポンププライヤーを使用して、スナップリングを取り付け 
る。 

ェ亘 ウォーターポンププライヤー 〔09130-00150〕 


新品のアプライガスケット2個を取り付ける。 

















ケースにスラストべアリングを取り付ける。 
<参考> 

スラストベアリングの寸法 
外径54.0 mm 内径 39.4 mm 



オーバードライブギヤ AS SY を回転させながら、ケースに取り付け 
る0 



C 51829 


カウンタードライブギヤ上端部とケース上面までの寸法が約 24 mm で 
あることを点検する。 

計器 ノギス〔20202〕 



ケースに新品のガスケツトを取り付け、オーバードライブュニットを 
取り付ける。 


<注意> 

• アプライガスケットを落さない。 

• こじり等による無理な力を加えない。 

• バッフルプレートを変形させない。 
































AT-28 ォートマチックトランスミッション/トランス-才-トマチックトランスアクスル ASS 丫 



ボルト12本を均等に締め付ける 
基準値 

T =24.5 N-m {250 kgf - cm } 

<参考> 

ボルトの首下長さが取り付け箇所により異なる。 

ボルト A =61 mm 
ボルト B =38 mm 
ボルト C =23 mm 

ダイヤルゲージを使用して、オーバードライブギヤ先端のエンドプ 
レーを点検する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

基準値 

0.47〜 1.50 mm 
<参考> 

基準値外の場合は、オーバードライブユニツト内の取り付け个 
良が考えられる。 




48. 

( a ) 

( b ) 



リヤプラネタリーリングギヤ取り付け 

リングギヤを取り付ける。 

スラストべアリングを取り付ける。 

<参考> 

スラストべアリングの寸法 
外径 38.7 mm 内径 22.6 mm 


No . 2のスラストワッシャーのツメ側にイェローペトロラタムグリー 
スを薄く塗布して、ツメをリャプラネタリーギャに合わせて取り付け 
る0 

油脂■その他イェローペトロラタムグリース〔31201〕 


















オートマチックトランスミッション/トランス ー 
-__ アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 


AT —29 



49. 

( a ) 

( b ) 


フアースト&リバースブレーキ取り付け 

プレート6枚およびディスク6枚を取り付ける。 

フランジの平らな面を下（ディスク側）にして取り付ける。 




50. 

( a ) 


51. 

( a ) 



52. 

( a ) 


ファースト&リバースブレーキピストン作動点検 

エアガンを使用して、図の油穴からエアを吹き込んだ時、ピストンが 
スムースに摺動することを点検する。 

<注意> 

A/T フルードを飛散させない。 


フアースト& リバースブレーキクラッチディスク回転貢 
さ点検 

SST を使用して、クラッチディスクが軽く回転することを点検す 
る。 

SST 09350-32014 (09351-32050) 


フアースト& リバースブレーキパッククリアランス点検 

シック ネスゲージを 使用 して、サービスホールからセカン ド ブレーキ 
ドラムと ブレーキ プレートの すき間を点検する。 

計器 シックネスゲージ〔24002〕 

基準値 

0.84〜1 .96 mm 










































53. ワンウェイクラッチ ASSY No . 2取り付け 

( a ) ヮンウェイクラッチの切削側がコンバーター側に向くようにし、ケー 
スの溝に合わせる。 


SST を使用して、リヤプラネタリーギヤを時計方向に回し、ワン 
ウエイクラッチを沈ませ取り付ける。この時、逆方向には回らないこ 

とを点検する。 

SST 09350-32014 (09351-32050) 



( c ) スナップリングを取り付ける。 



54 . ワンウェイクラッチ No . 1取り付け 

( a ) No . 2スラストヮッシャ-にィェロ-ペトロラタムクリ-スを薄ぐ塗 

布し、ワンウェイクラッチ No . 1に取り付ける。 

油脂.その他イェローペトロラタムグリース〔 31201 〕 


n ンウェイクラッチ No . 1を取り付ける。 














AT-31 


オートマチックトランスミッシヨン/トランス-オートマチックトランスアクスル ASSY 
アクスル 


55. セ カンド ブレーキ 取り付け 

( a ) フランジの平らな面を上面にして取り付ける。 

( b ) ディスク3枚およびプレート3枚を取り付ける。 


( c ) リターンスプリングを取り付ける。 


C 51806 


( d ) セカンド コース トブレーキバンドガイドおよびリ テーナーを ボルトで 
取り付ける。 

基準値 

T =7.4 N_m {75 kgf - cm } 


( e ) セカンド ブレーキ ドラム外周の溝をセカンド コー スト ブレーキ バンド 

ガイドを取り付けたボルト先端に合わせて取り付ける。 

(0 シリンダーが回転しないことを点検する。 


( g ) スナップリングを取り付ける。 


C 51804 



































AT —32 オート マチック トランスミッション/トランス ー オート マチック トランスアクスル ASSY 

アクスル 


56. 



C 51839 


ブレーキドラムガスケ ツ ト取り付け 

新品のガスケットをいっぱいまで押し込んで取り付ける。 



セカンドブレーキビストン作動点検 

エアガンを使用して、図の油穴からエアを吹き込んだ時、ピストンが 
スムースに 摺動することを点検する。 



セカンドブレーキクラッチディスク回転重さ点検 

ワンウェイクラッチを回転させた時、クラツチデイスクが軽く回転す 
ることを点検する。 



プラネタリーサンギヤ取り付け 

スラストワッシャーにイェローぺトロラタムグリースを薄く塗布しサ 
ンギヤに取り付ける。 

油脂•その他イェローペトロラタムグリース〔31201〕 

































オートマチックトランスミッション/トランス 
—アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 


AT -33 



インターミディエイトシャフトオイルシールリング取り付け 

新品の シー ルリングを一度縮め、インターミディ エイ トシャフトの溝 
に取り付ける。 

<注意> 

• シールリングは必要以上に拡げない。 

• シャフトの溝からシールリングがはみ出さない。 



フロントプラネタリーギヤ ASSY 取り付け 

スラストべアリング2個にイェローペトロラタムグリースを薄く塗布 
し、ブラネタリーギヤに取り付ける。 

油脂•その他イェローペトロラタムグリース〔31201〕 

<參考> 

スラストベアリングの寸法 
A :外径 45.5 mm 内径30.1 mm 
B :外径 47.3 mm 内径30.1 mm 




リングギヤを取り付ける。 



62. セカンド コース トブレーキバンド A S S 丫取り付け 

( a ) ブレーキバンドを図の向きに取り付け、マイナス薄刃ドライバーを使 

用して、ストレートピンを取り付ける。 


C 51847 
















AT —34 


オートマチックトランスミッション/トランス-オートマチックトランスアクスル ASSY 

アクスル 



フォワードクラッチ AS S Y 取り付け 

スラストべアリングにイェローペトロラタムグリースを薄く塗布し、 
フォワードクラッチのリヤ側に取り付ける。 

油脂•その他イェローペトロラタムグリース〔31201〕 

<参考> 

スラストベアリングの寸法 
外径 47.6 mm 内径31.4 mm 



スラストべアリングに イェローペトロ ラタムグリースを薄く塗布し 
フォワードクラッチのフロント側に取り付ける。 

油脂•その他イェローペトロラタムグリース〔31201〕 

<参考> 

黒色側がオイルボンプ側になるように取り付ける。 



( c ) 


スラストワッシャーを図のようにダイレクトクラツチに取り付ける。 



フォワードクラッチをダイレクトクラッチに取り付ける。 

<参考> 

確実に取り付いていなければ、スラストワツシヤーが踊る。 



フォワードクラッチ W / ダイレクトクラッチを取り付ける。 

<注意> 

インターミディエイトシャフト先端のオイルシールリングを傷 
つけない。 

















オートマチックトランスミッシヨン/トランス—オートマチックトランスアクスル ASSY AT -35 

アクスル 

(〇 オイルポンプを取り付け、ボルト7本を均等に締め付ける。 

基準値 

T =22 N.m {225 kgf * cm } 

<注意> 

オイルシールリングを傷つけない。 

<参考> 

新品の0リングは使用しない。 


( g ) ダイヤルゲージを使用して、インプットシャフト先端での遊びを測定 

する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

基準値 

0.25〜 0.90 mm 


( h ) オイルポンプのポルト7本を取りはずす。 


C 51660 


⑴ SST を使用して、オイルポンプを取りはずす。 

SST 09350-32014 (09351-32061) 


( j ) フオワードクラツチ W / ダイレクトクラッチを取りはずす。 


C 51663 






















AT — 36 オートマチックトランスミッション/トランス- オー ト マチック トランスアクスル ASSY 

7クスル 



フォワードクラッチからダイレクトクラツチを取りはずす。 



(1) インップトシャフト先端での遊びが基準値外の場合は、スラストベア 


リングを選択する。 

<参考> 

スラストべアリングの厚さ 


品 番 

厚さ [ mm ] 

90374 -27003 

3. 6 

90374 -27004 

4. 2 



(m) 


スラストワッシャーを図のようにダイレクトクラツチに取り付ける。 



フォワードクラッチをダイレクトクラッチに取り付ける。 

<參考> 

確実に取り付いていなければスラストワツシヤーが踊る。 



フォワードクラッチ W / ダイレクトクラッチを取り付ける。 

<注意> 

インターミディエイトシャフト先端のオイルシールリングを傷 
つけない。 


















AT -37 


オートマチックトランスミッシヨン/トランス-オートマチックトランスアクスル ASSY 

アクスル 



フロントオイルポンプ ASSY 取り付け 

新品の0リングを取り付ける。 

<参考> 

0リングの寸法 
内径 200 mm 線径 3.5 mm 



オイルポンプを取り付け、ボルト7本を均等に締め付ける。 
基準値 

T =22 N.m {225 kgf - cm } 

<注意> 

オイルシールリングを傷つけない。 




セカンド コース ト ブレーキ ビストン取り付け 

新品の0リング2個をカバーに取り付ける。 

<参考> 

0リングの寸法 

内径 43.8 mm 線径 2.4 mm 

スプリングを取り付け、ピストンロッド先端をバンドの凹部に合わせ 
る。 

カバーを取り付ける。 



S ST を使用して、スナップリングをカバーを押しながら取り付け 
る。 

SST 09905-00013 


























AT -38 


オートマチックトランスミッション/トランス-オートマチックトランスアクスル ASSY 

アクスル 



セカンドコーストブレーキピストンストローク点検 

ピストンロッドとケースの境目に光明丹を塗布しマークする。 
油脂•その他光明丹〔52801〕 



ワイヤゲージを使用して、図の油穴からエア （392 kpa { 4 kgf / 
cm 2 }) を吹き込んだ時、ケースからピストンロッドのマークまでの 
ストロークを点検する。 

計器 ワイヤ ゲージ セッ ト 〔09240-00020〕 

基準値 
2•〇〜 3.5 mm 
<注意> 

測定は数回行い、平均値をとる。 




( c ) 基準値外の場合は、ピストンロッドを選択する。 


<参考> 

ピストン ロツ ドの寸法 


ビストンロッド長さ 
[ mm ] 

品 番 

識 別 

9 5. 1〜9 5. 3 

35822—32030 

円すい部に溝なし 

9 6. 2〜9 6. 4 

35822—32040 

円すい部に溝あり 


67. マニュアルバルブレバーシャフトオイルシール取り付け 

( a ) S ST を使用して、新品のオイルシールをケースに当たるまで打ち込 
む 。 

SST 09950 -6001 0 (09951-00230), 09950 -70010 

(09951-07100) 

( b ) オイルシールのリツプ部に MP グリース No . 2を塗布する。 

油脂■その他トヨタ純正 MP グリース No . 2 [30204〕 



68 . 

( a ) 

( b ) 


マニュアルバルブレバーシャフト取り付け 

パーキングロックロッドをマニュアルバルブレバーに取り付ける。 
新品のスペーサーの溝とマニュアルバルブレバーの穴を合わせて取り 
付ける。 




































オートマチックトランスミッション/トランス 
アクスル 


オートマチックトランスアクスル ASSY 


AT —39 



レバーシャフトをマニュアルバルブレバーの穴に通し、ケースに当た 
るまで揷入する。 



リテーナースプリングを取り付ける。 



ピンポンチを使用して、ス ロッテッ ドス プリ ングピンを マニュアルバ 
ルブ レバーの 端面まで打ち込む。 

工具 ピンポンチ〔09031-00030〕 

<注意> 

スロツテツドスプリングピンを打ち込み過ぎると、 スペーサー 
が回らなくなる。 



マイナス薄刃ドライバーを使用して、新品のスペーサーのかしめ穴を 
マニュアル バルブ レバーの かしめ穴に 合わせる。 
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オートマチックトランスミッション/トランスーオートマチックトランスアクスル assy 

アクス 

69. アキュームレーターピストン取り付け 

( a ) 各ピストンに新品の〇リングを取り付ける。 

<参考> 

〇リングの寸法 


( b ) スプリングおよびピストンを取り付ける。 

<参考> 

フレックスロックアップ付きは B 2 のスプリングが1個しかな 

い。 


アキユームレーターピストン 

内径 （ mm ) 

線径 （ mm ) 

C 1アツパー 

30.7 

2.62 

C ! ロワー 

36.7 

2.62 

B 2アツノく一 

21.7 

2.62 

B 2 ロワー 

30.7 

2.62 

C 2アツパー 

26.1 

2.62 

C ? ロワー 

34.1 

2.62 




( c ) 新品のガスケットを介して、 カバーを 押し付けながら首下長さ 22 mm 

のボルト 4 本を均等に締め付ける。 

基準値 

T =9.8 N-m { lOOkgf - cm } 




トランスミッションワイヤ取り付け 

トランスミッションワイヤに新品の〇リングを取り付ける。 
<参考> 

〇リングの寸法 
内径 18.5 mm 線径 2.4 mm 
トランスミッションワイヤをボルトで締め付ける。 

基準値 

T =5.4 N-m {55 kgf * cm } 
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^ ■トマチックトランス ミッシ ョン/ 忠スレ - ォートマチックトランスァクスル ASSY 



C 51644 


72. 

( a ) 


スロットルケーブル ASSY 取り付け 

スロットルケーブルを取り付け、クランプを介して、ボルトを締め付 
ける。 

基準値 

T =5.4 N-m {55 kgf _ cm } 



トランスミツシヨンバルブボデー ASSY 取り付け 
バルブボデー AS SY を支えながら、 スロッ トルケーブルのエンド部 
を取り付ける。 



バルブボデー A S S Y を図の首下長さのボルト9本で均等に締め付け 
る。 

基準値 

T =10.8 N-m { llOkgf . cm } 

<參考> 

ボルトの首下長さ寸法 
A : 30 mm 
B : 43 mm 
C : 48 mm 
D : 52 mm 

ファースト & リバースブレーキチューブ取り付け 

チューブを軽く打ち込み、サポートを首下長さ 48 mm のボルトで取り 
付ける。 

基準値 

T = 10.8 N*m { llOkgf - cm } 

コネクタークランプを首下長さ 40 mm のボルトで取り付ける。 

基準値 

T = 10.8 N-m { llOkgf . cm } 



75. 


ソレノイドコネクター取り付け 
<参考> 

• フレックスロックアップ付き ••• 4箇所 

• フレックスロックアップ無し ...3 箇所 
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オートマチックトランスミッション/トランスーオートマチックトランスアクスル ASSY 

_アクスル _ 




マニュアルディ テントスプリング取り付け 

マニュアル バルブ先端溝部を マニュアル バルブレバーのピントに合わ 
せて、マニュアル バルブボデーを図の首 下 長さのボルト5本で取り付 
ける。 

基準値 

T=10.8N.m {110kgf*cm} 

<参考> 

ボルトの首下長さ寸法 
A : 22 mm 
B : 36 mm 

ディテントスプリングおよびカバーを図の首下長さのボルト2本で取 
り付ける。 

基準値 

T = 10.8N-m {110kgf-cm} 

<参考> 

ボルトの首下長さ寸法 
A : 14 mm 
B : 36 mm 




77. 

⑷ 


C 51871 


アキュームレーターチューブ取り付け 

プラスチックハンマーを使用して、アキュームレーターチューブ6本 
を取り付ける。 

工具 プラスチックハンマー〔12101〕 

<注意> 

• チューブはストッパー位置まで確実に取り付ける。 

• チューブを変形させない。 



ボルトを取り付ける。 

基準値 

T = 10.8N.m {110kgf-cm} 

<参考> 

フレックスロックアツプ付きは、コネクタークランプも取り付 
ける。 



アキュームレーター アプライ チューブ ブラケット取り付け 

首下長さ 22 mm のボルト3本で、ブラケットを取り付ける。 

基準値 

T=9.8N*m {lOOkgf.cm} 























































































新品のガスケットを介し、オイルパンを取り付けボルト17本を均等に 
締め付ける。 

基準値 

T =4.9 N*m {50 kgf - cm } 



トフンスアクスルケースカバーアッパー取り付け 

新品のガスケットを介し、ボルト9本でアッパーカバーを取り付け 
る。 

基準値 

T =19.6 N-m {200 kgf - cm } ( A ) 

T =9.8 N.m { lOOkgf . cm } ( B ) 



トランスミツシヨンレボリユーシヨンセンサー取り付け 

新品の〇リングをレボリユーシヨンセンサーに取り付ける。 
ボルトでレボリユーシヨンセンサーを取り付ける。 

基準値 

T = 10.8 N*m {110 kgf - cm } 
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オート マチック トランス ミッション ノトランス-オート マチック トランスアクスル ASSY 

アク スル ___ _ ___ 

83. ニュートラルスタートスイッチ取り付け 

( a ) ニュートラルスタートスイッチ、ロックプレートおよびナットを取リ 
付ける。 

( b ) ロックプレートをかしめる。 

( c ) ボルト 2 本を手で取り付ける。 




ニュートラル基準位置を調整する。 
ボルト2本を締め付ける。 

基準値 

T =5.4 N-m {55 kgf _ cm } 



オイル クーラー チューブユニオン 取り付け 

ュニオン No . 1 およびユニオン No . 2 に新品の〇リングを取り付ける。 
<参考> 

〇リングの寸法 

内径 10.5 mm 線径 1.8 mm 
ユニオン No . 1 を取り付ける。 

基準値 

T =27 N.m {275 kgf - cm } 

ユニオン No . 2 のロックナットをゆるめ側にいっぱいまでゆるめる。 
ュニオン No . 2 が真上を向くように、手でいっぱい取り付け、ロック 
ナットを締め付ける。 

基準値 

T =27 N.m {275 kgf - cm } 

<注意> 

ロックナット締め付け時、エルボーの向きが変わらないように 
する。 



コントロールシャフトレバー 取り付け 

マニュアルバルブレバーシャフトにコントロールシャフトレバーを取 
リ付け、ナットを締め付ける。 

基準値 

T = 12/7 N.m {130 kgf - cm } 




















オートマチックトランスミッシヨン/ト ランス- 才-トマチックトランスアクスル ASSY AT -45 

アクスル 

86. トランスアクスルケースプラグ No . 1 取り付け 

( a ) プラグに新品の〇リングを取り付ける。 

<参考> 

0リングの寸法 
内径 6.1 mm 線径 1.8 mm 

( b ) プラグ（ラインプレッシャー点検用）を締め付ける。 

基準値 

T =7.4 N-m {75 kgf . cm } 




ドレーンプラグ取り付け 

ドレーンプラグに新品のガスケットを取り付ける。 

ソケットへキサゴンレンチ10を使用して、ドレーンプラグ2個を志絵 
M 付ける。 

工具 ヘキサゴンレンチセット〔09040-00010〕 

工具 ソケットへキサゴンレンチ10 (09043-20100) 

基準値 

T =49 N*m {500 kgf - cm } (オイルパン側） 

T =53.9 N-m {550 kgf - cm } (デイファレンシャル側） 



トランスファー AS S Y 取り付け 

トランスアクスル AS SY にトランスファー AS SY を取り付け、ボ 
ルト3本およびナット5個で締め付ける。 

基準値 

T =68,6 N_m {700 kgf - cm } 

<注意> 

• トランスファ ー ASSY をトランスアクスル ASSY 
に水平に取り付ける。 

• トランスファー AS SY のオイルシール部を持って移 
動しない。 
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オートマチックトランスミッション/トランスートランスミッ シヨ ンバルブ ボァ ー ASSY 
_ アクスル___ 

トランスミッションバルブボデー A S §_ Y 

構成図 




春……再使用不可部品匚!_ ] ……締め付けトルク [ N_m { kgf - cm ) J 
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オートマチックトランスミッション/トランス 

_アクスル 


トランスミツシヨンバルブボデー ASSY 


アツノ、ーノくノレフホテー 



]. 締め付けトルク [N-m {kgf-cm}] 




























オート マチック ト ランス ミッション/ト ランス 
一 アクスル 


トランスミツシヨンバルブボデ ー ASSY 


AT-49 


j 7 ツ パーバルブボデー（スプリング寸法） 



ロックアップリレーバルブ 

〔26.8，10.2，黄〕 


B — 1オリフィス 
コント ロール パルプ 

〔24.8, 8.0，白〕 


〔，，〕は〔自由長 （ mm ), 外径 （ mm ), 識別色〕を示す 


C 52880 
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オートマチックトランスミッシヨン/トランス-トランスミッシヨンバルブボデー ASSY 

アクスル 


アッパー バルブボデー（キーおよびピン寸法) 


ローコーストモジユレーターバルブ 

[8.5, 5.0, 3.2〕 



〔，，〕は〔縦 （ mm ), 横 （ mm ), 厚さ （ mm )〕 を示す c 52881 
















































































































































































オートマチックトランスミッション/トランス 
アクスル 


トランスミツシヨンバルブボデ ー A S S Y 


AT-51 
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オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


トランスミツシヨンバルブボデー AS SY 


ロワー バルブボデ ー （アツパ ー バルフ側) 
































オートマチヅクトランスミツシヨン/トランス ー トランスミッションバルブボデ —assy AT -53 

_ _ _ _ _アクスル_ 

厂ロワーバルブボデー(アツパーバルブ側スプリング寸法) 


1一2シフトバルブ 
[29.2, 8.9,黄緑〕 



〔，,〕は〔自由長 （ mm ), 内径 ( mm ) ,識別色〕を示す 

_ C 52884 




















































































































































































































































AT -54 


ロックアップコントロ 
[9.2, 5.0, 3.2〕 


-ルバルブ 


セカンドロックパルプ 
[11.5, 5.0, 3.2〕 


セ カン ドコースモ ジユ レーター バルブ 

(8.0, 5.0, 3.23 


〕は〔縦 （ mm ) ，横 （ mm ) ，厚さ （ mm ) 〕を示す 


C 52885 


オートマチックトランスミッション/トランスートランスミッションバルブボァー ASSY 

アクスル 


ロワーバルブボデー（アッパーバルブ 側 キーおよびピン 寸法） 


リバースコントロールバルブ 

[8.5, 5.0, 3.2) 


プライマリーレギユレーターバルブ 
[29.0, —，¢3.0] 


1一2シフトバルブ 

(8.5, 5.0, 3.2) 

























































































































































































オートマチックトランスミッション/トランス-トランスミッションバルブボデ — ASSY AT -55 

__ _アクスル 


ロワーバルブボデー（ロワ-バルブ側) 



C 52886 

































AT — 56 オート マチックトランスミッション/トランス-トランスミッ ショ ンバルブ ボデー ASSY 

アクスル 


ロワーバルブボデー（ロワーバルブ側スプリング寸法丄 


ソ レノイ ドモジ ユレーター バルブ 


3 — 4シフトバルブ 
(29.1, 8.9, 黄嫌〕 



は〔自由長 （ mm ), 内径 （ mm ), 識別色〕を示す 


C 52887 








































































































































































































































































!： トマチックトランスミッション m トランスミッションパルブポデ - ASSY AT -57 

ロワーバ ルブボデー(ロワーバルブ側キー寸法) ~ 


セカンダリーレギユレーターバルブ 

[11.0, 5.0, 3.2〕 3 — 4シフトパルプ 



〔，，〕は〔縦 （ mm ) ，横 （ mm ), 厚さ （ mm )〕 を示克 52888 
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オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


トランスミツシヨンバルブボデー ASSY 


ロワーバルブボデー（ロワーバルブ側) 



C 52889 


ロワー バルブボデ ー （アツパ ー バルブ側） 


ソレノイドオイルストレーナ 


チェックボール 






























































































































オートマチックトランスミッション/トランス-トランスミッションバルブ ボデー ASS 丫 AT —59 

アクスル 


脱着■分解 


<注意> 

• 脱着.分解作業は清潔な ビニールマッ ト上または アル 
ミ分解皿で行い、作業台やウェスの上に直接置かな 
い。 

• バリのないことを確認して取り付ける。 

• バルブは自重でバルブ孔を摺動させ、強引に引き出さ 
ない。容易に取りはずせない場合は、バルブボデ—を 
斜めにして振るか、マグネットバンドを使用する。 

• 落下した部品は使用しない。 

• 類似した部品が多いので分解部品は、点検、取り付け 
を適切に行えるように順序よく整理しておく。 



( a ) 

(b) 


トランスミツシヨンソレノイド A S S 丫取りはずし 
ボルト3本を取りはずし、 No . 1ソレノイド、 No .2 ソレノイドおよび 
リテーナーを取りはずす。 

ソレノイドから〇リングを取りはずす。 



2 . 


⑷ 

(b) 


オートマチックトランスミッシヨンスリーウェイソレノイド 
取りはずし 

ボルトをはずし、スリーウェイソレノイドを取リはずす。 

ソレノイドから〇リング2個を取りはずす。 



C 51985 


3. 

( a ) 


シフトコントロールソレノイド （S LN ) 取りはずし 

ボルトをはずし、シフトコントロールソレノイド （ SLN ) を取りは 
ずす。 




















AT -60 オート マチック トランスミッション/トランス-トランスミッションバルブボデー ASSY 

7クスル 



ロックアップコントロールソレノイド （ SLU ) 取りはずし 
(フレックスロックアップ付き） 

ボルトおよびロックプレートをはずし、ロックアッブコントロールソ 

レノイド （ SLU ) を取りはずす。 



ロックプレート取りはずし（フレックスロックアップ無し） 

ボルトをはずし、ロックプレートを取りはずす。 



B 0 アキュームレータシリンダー取りはずし 

ボルト2本を取りはずし、チェックボールおよび B 0 アキュームレータ 
シリンダーを取りはずす。 


( b ) エアガンを使用して、図の位置からエアを吹き込み、ピストンおよび 
スプリングを取りはずす。 

<注意> 

• ピストンが勢いよく飛び出すおそれがあるので、手で 
押さえながら取りはずす。 

• A/T フルー ドを飛散させない。 



















とトマチックトランスミッション/龍-トランスミッションバルブボデ - ASSY AT -61 



バルブボデ ーカ バー アツ パー取りはずし 

ポルト5本をはずし、バルブホデ ー カバ ー アッパ ー を取リはずす 



ア ッ パーバルブボデーカバーガスケ ッ ト取りはずし 

ガスケット2枚およびプレートを取りはずす n 



オイルスト レーナー、 スプリングおよび チェック バルブを 取りは ず 
す0 



プレッシャーリリーフボール取りはずし 

ボルトを取りはずし、スプリングシート、スプリングおよびボールを 
取りはずす。 



バルブボデ ー カバ ーロワー 取りはずし 

ボルト11本をはずし、バルブボデ ーカバーロワーをカバーガスケット 
一体で取りはずす。 
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オー トマチックトランスミッション/トランス-トランスミッションバルブ ボデー ASS 丫 
_ __ アクスル _ _ _ 

( b ) チェックボール2個およびバイブレーテイングストツパーを取りはず 

す 0 


11. バルブボデーカバーガスケット取りはずし 

( a ) スクリュー2本をはずし、ガスケット2枚およびプレートを取りはず 

す 0 


( b ) チェックボール3個を取りはずす。 


12. アツパーバルブボデー取りはずし 

( a ) ボルト3本を取りはずす。 


( b ) アッバーバルブボデーとガスケットおよびプレートー体で取りはず 

す0 




〇 



C 51996 















一才-トマチックトランスミッション/口が-トランスミッションパルプボデ - ASSY AT -63 



( c ) アツパーバルブボデーを下に向け、ガスケット2枚およびプレートを 
取りはずす。 



チェックボール 2個およびバイ ブレーティングストッパーを取りはず 
す 0 



ソレノイドオイルストレーナーおよびチェックボール取りは 
ずし 

ロワ ー バルブボデ ーから、 オイルスト レーナ および チェックボールを 
取りはずす。 

<参考> 

• オイルスト レーナ 3個， チェックボール 3個 

(フレックスロックアップ付き） 

• オイルスト レーナ 2個， チェックボール 3個 

(フレックスロックアップ無し） 



ソレノイドオイルストレーナーおよびチェックボール取り付 
け 

オイ ルストレーナー 2 個 およ びチェックボールをロワーバルブボデー 
に取り付ける。 

<参考> 

• オイル ストレーナ 3個， チェックボール 3個 

(フレックスロックアップ付き） 

• オイルスト レーナ 2個， チェックボール 3個 

(フレックスロックアップ無し） 



アッパーバルブボデ ー 取り付け 

チェックボール2個およびバイブレーテイングストッパーを取り付け 
る 0 






















AT -64 


才-トマチックトランスミッション/沿 j 


トランスミッシヨンバルブ ボデー AS SY 


ガスケット No _1 ガスケツト N 0.2 

C 52002 


(C) アッパーバルブボデーをガスケット、プレートー体でロワーバルブボ 

デーに取り付ける。 


( d ) ボルト3本を手でいっぱいまで締め付ける。 
<参考> 

ボルトの首下長さ 
A : 44 mm 
B : 16 mm 




( b ) 新品のガスケット2枚およびプレートをアッパーバルブボデーに取り 
付ける。 

<参考> 

ガスケット No . l 、 プレート No . l 、 ガスケット No . 2の順に取 
り付ける。 












































ガスケツト （1) 


ガスケット （2) 


C 52003 



( c ) スクリュー2本を取り付ける。 


二トマチックトランスミツシヨン/您—トランスミツシヨンバルブボデ — ASS 丫 AT ^5 



16. バルブボデーカバーガスケット取り付け 

( a ) チェックボール3個をロワーバルブボデーカバー No . 2に取り付け 

る。 


( b ) 新品のガスケット2枚およびプレートをロワーバルブボデーカバー 

No .2 に取り付ける。 

<参考> 

ガスケット（1)、プレート、ガスケット （2) の順に取り付 
ける。 






































AT -66 


オートマチックトランスミッション/トランス-トランスミッションバルブボデ -assy 

_ アクスル _ 



バルブボデーカバーロワー取り付け 

チェックボール2個およびバイブレーテイングストツパーをロワーバ 
ルブボデーに取り付ける。 



( b ) 

( c ) 


バルブボデ ーカ バー ロ ワ ーを ロワーバルブボデーに取り付ける。 
ボルト11本を手で V ヽっぱいまで締め付ける。 

<参考> 

ボルトの首下長さ 
A : 40 mm 
B : 44 mm 
C : l 4 mm 



C 51991 


18 . 

( a ) 


バルブボデーカバーアツパー取り付け 

チェック バルブスプリングおよびオイルストレーナーをロワーバルブ 
ボデーに取り付ける。 


( b ) ガスケット2枚およびプレートを取り付ける。 

<参考> 

バルブボデー側からガスケット（1)、プレート、ガスケット 
(2) の順に取り付ける。 




C 52005 





































!： トマチックトランスミッシヨン/忠スレ-トランスミッションバルブボデ-八… 



バルブボデーカバーアッパーを取り付ける。 
ボルト 5 本を手でいっぱいまで締め付ける。 
<参考> 


ボルトの首下長さ 


A : 47 mm 
B : l 4 mm 


AT -67 



プレッシャーリリーフボール取り付け 

ボルトで、ボール、スプリングおよびスプリングシートを取り付け 
る。 


基準値 

T =6.6 N -m {67 kgf - cm } 


20. バルブボデーカバーボルト締め付け 

( a ) 手で取り付けたボルト16本を締め付ける。 

基準値 

T =6.6 N_m {67 kgf - cm } 




アツパーバルブボデーボルト締め付け 

手で取り付けたボルト3本を締め付ける。 

基準値 

T =6.6 N_m {67 kgf . cm } 





































































AT -68 


才一ト マチック トランスミッション/トランス 

_アクスル 


トランスミツシヨン バルブ ボデー ASSY 



22 . 

⑷ 

(b) 


B 0 アキュームレータシリンダ取り付け 

新品の〇リング2個をピストンに取り付ける。 
スプリングおよびピストンをシリンダに取り付ける。 



Bo アキューム レーター およびチェックボールをバルブボデーに首下長 
さ 40 mm のボルト2本で取り付ける。 

基準値 

T=6.6N-m {67kgf*cm} 



ロックプレート取り付け（フレックスロックアップ無し） 
首下長さ 10 mm のボルトでロックプレートを取り付ける。 

基準値 

T =6.6 N_m {67 kgf - cm } 



24. 


( a ) 

( b ) 

( c ) 


25. 

( a ) 


オートマチックトランスミッシヨンスリーウェイソレノイド 
取り付け 

新品の〇リングをスリーウェイソレノイドに取り付ける。 

ロックアップソレノイドを取り付ける。 

首下長さ 10 mm のボルトを締め付ける。 

基準値 

T =6.6N-m {67kgf_cm} 


シフトコントロールソレノイド （S LN ) 取り付け 
首下長さ 44 mm のボルトでシフトコントロールソレノイド （S LN ) 
を取り付ける。 

基準値 

T=6.6N.m {67kgf-cm} 



















オートマチックトランスミッション/トランスートランスミッションバルブ ボデー ASS 丫 AT —69 

アクスル 


トランスミツシヨンソレノイド ASSY 取り付け 
新品の0リングを取り付ける。 

首下長さ 10 mm のボルト3本で No . 1ソレノイド、 No . 2ソレノイドお 
よびリテ ーナーを 取り付ける。 

基準値 

T =6.6 N-m {67 kgf . cm } 


ロックアップコントロールソレノイド （S LU ) 取り付け 
(フレックスロックアップ付き） 

首下長さ 10 mm のボルトでリテーナーおよびロックアップコントロー 
ルソレノイド （ SLU ) を取り付ける。 

基準値 

T =6.6 N-m {67 kgf - cm } 



26. 

( a ) 

( b ) 


27. 

( a ) 













AT -70 


オー トマチックトランスミッション/トランスーフロントオイルポンプ ASSY 

アクスル 


フロントオイルポンプ ASSY 


構成図 


AT05N-02 


T =9.8 {100} 


ステータシャフト ASSY 


フロントオイルポンプボデー 


フロントオイルポンプドリブンギヤ 






參クラッチドラム 
オイルシーリング 


ステータシャフトクラツチドライブ 
スラストワッシャー 


フロントオイルポンプドライブギヤ 


•フロントオイルポンプオイルシール 


10リング 


•イエローぺトロラタムグリース塗布 


•再使用不可部品 I _ I ……締め付けトルク [ N*m { kgf - cm } ] c 51879 

























オートマチックトランスミッシヨン/トランス _ フロントオイルポンプ ASSY 

アクスル 


脱着•分解 


AT -71 


AT050-02 



フロントオイルポンプ作動点検 

マイナス薄刃ドライバー2本を使用して、ドライブギヤが スムースに 
回転することを点検する。 

<注意> 

オイル シールを 傷つけない。 



クラツチドラムオイルシールリング取りはずし 

ステーターシャフトサブ AS SY からオイルシールリング2個を取り 
はずす。 



ステータシャフトクラッチドライブスラストワッシャー取り 
はずし 

<参考> 

スラストワツシヤーがダイレクトクラッチ側にある場合があ 
る0 



ステータシャフト ASSY 取りはずし 

ボルト11本をはずし、ステーターシャフトを取りはずす。 
<注 意> 

オイルボンプボデーを落さないように保持する。 












AT-72 


オートマチックトランスミッション/トランスーフロントオイルポンプ ASS 丫 

アクスル 



C 51884 



C 51885 



C 51886 


5. ボデークリアランス点検 

( a ) シックネスゲージを使用して、ドリブンギヤを一方にいつぱいに押し 
付けたとき、反対側に生じるドリブンギヤとオイルポンプボデーとの 
すき間を点検する。 

計器 シックネスゲージ〔24002〕 

基準値 

0.07〜0.15 mm 
限度 
0.3 mm 
<参考> 

限度を越えた場合は、オイルポンプボデーサブ A s s Y を新品 
と交換する。 


6. チップクリアランス点検 

( a ) シックネスゲージを使用して、ギヤとステーターシャフト取り付け面 

とのすき間を全周にわたり点検する。 

計器 シックネスゲージ〔24002〕 

基準値 

0.11〜0.14 mm 
限度 
0.3 mm 
<参考> 

限度を越えた場合は、オイルポンプボデーサブ AS SY を新品 
と交換する。 


7. サイドクリアランス点検 

( a ) スコヤとシックネスゲージを使用して、ギヤとステーターシャフト取 

リ付け面とのすき間を全周にわたり点検する。 

計器 シックネスゲージ〔24002〕 

基準値 

0.02〜〇 .05 mm 
限度 
0.1mm 
<参考> 

限度を越えた場合は、ドライブおよびドリブンギヤを交換し、 
選択して基準値内にするか、または、オイルポンプボデーサブ 
AS SY を新品と交換する。 












オイルボンプボデーブシユ点検 
キヤリパーゲージを使用して、ブシユの内径を点検する。 
計器 キヤリパーゲージ〔22403〕 

基準値 


38.113〜38.138 mm 

限度 

38.18 mm 


<注意> 

測定は数箇所で行い、平均値をとる。 

<参考> 

限度を越えた場合は、オイルポンプボデーサブ AS S Y を新品 
と交換する。また、コンバーターのブシユ接触面を点検して、 
傷または変色している場合は、コンバーターも同時に新品と交 
換する。 



ステーターシャフトブシユ点検 

キャリパーゲージを使用して、ブシユの内径を点検する。 

計器 キャリパーゲージ〔22403〕 

基準値 

21.500〜21.526 mm 
限度 
21.57 mm 
<注意> 

測定は数箇所で行い、平均値をとる。 

<参考> 

限度を越えた場合は、ステーターシャフトサブ ASSY を新品 
と交換する。また、インプットシャフトのブシユ接触面も点検 
して、傷または変色している場合は、インプットシャフトも同 
時に新品と交換する。 





























AT-74 


オートマチックトランスミッション/トランスーフロントオイルポンプ ASSY 

_ アクスル __ 



フロントオイルポンプオイルシール取り付け 

S ST を使用して、新品のオイルシールボデー端面まで打ち込む。 

SST 09350 -3201 4 (9351-32140) 

オイ ルシールの リ ッブ 部に MP グリ ース No . 2 を 塗布する。 

油脂■その他トヨタ純正 MP グリース No .2 〔30204〕 


フロントオイルポンプドライブギヤおよびフロントオイルポ 
ンプドリブンギヤ取り付け 
<参考> 

マークを 上にして取り付ける。 



ステータシャフト A S S 丫取り付け 

ボルト11本を均等に締め付け、ステーターシャフトを取り付ける。 

基準値 

T =9.8 N-m { lOOkgf - cm } 



15. 

( a ) 


ステ ータ シャフトクラッチドライブスラストワッシャー取り 
付け 

ワッ シャーにイェローぺトロラタムグリースを薄く塗布し、 ワッ 
シャーのツメ部がボンプの溝部に入るように取り付ける。 

油脂•その他イェローペトロラタムグリース〔31201〕 



クラッチドラムオイルシールリング取り付け 

リング2個を一度縮め、ステーターシャフトの溝に取り付ける。 

<注意> 

リングは必要以上に拡げない。 
















AT — 75 


才一トマチックトランスミッシヨン/トランス-フロントオイルポンプ ASSY 
アクスル 



17 . 

⑷ 


フロントオイルポンプ作動点検 

マイナス薄刃ドライバー2本を使用して、ドライブギヤが スムースに 
回転することを点検する。 

<注意> 

オイルシールを傷つけない。 





AT — 76 オートマチックトランスミッション/トランス-ダイレクトクラツチ ASSY 

_ア クスル _ _ _ 

ダイレクトクラッチ ASSY 

構成図 


スナップリング 


•ダイレクトクラッチピストン〇リング 


ダイレクトクラツチドラム 


ダイレクトクラツチピストン 


ダイレクトクラツチ 
リターンスプリング 


ダイレクトクラッチドラム 
スラストワツシヤー 



スナップリング 


ダイレクトマルティブルディスククラッチクラツチディスク 


•再使用不可部品 


C 51921 

























AT—77 


オートマチックトランスミッシヨン/トランス ー ダイレクトクラッチ ASSY 

アクスル 

脱着•分解 


ダイレクトクラツチピストンスト ローク 点検 

ダイレクトクラツチをオイルポンプに取り付ける。 

<注意> 

オイルポンプのオイル シール リングをはみ出し、かみ込みなど 
により傷つけない。 

S S T とダイヤルゲージを図の位置に取リ付ける。 

SST 09350-32014 (09351-32190) 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

<注意> 

SST はビストンに直角に当て，ピストン以外には触れさせな 
い。 


オイルポンプの図の油穴から エア (392 kpa {4 kgf / cm 2 }) を吹き込 
んだ時のピストンスト ローク およびピストンが スムースに 摺動する こ 
とを確認する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

基準値 

0.91〜 1.35 mm 
<注意> 

基準値を越える場合は クラッチディスク、 プレートおよび フラ 
ンジを点検する。 


ダイレクトクラッチフランジ、ダイレクトマルティプルディ 
スククラッチクラッチディスクおよびダイレクトマルティプ 
ルティスククラッチクラッチプレート取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 
フランジ、ディスク3枚およびプレート3枚を取りはずす。 


ダイレクトクラッチリターンスプリング取りはずし 

SST とブレスを使用して、リターンスプリングを押し縮め、スナッ 
プリングを取りはずす。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32070), 09905-00012 

<注意> 

プレスは、スプリングシートがスナップリングから】〜 2 mm 
程度下がつた位置で止め、 リターンスプリングのシート部を変 
形させない。 


( a ) 


( b ) 



2 . 

( a ) 

( b ) 

3. 

( a ) 






























AT-78 


オートマチックトランスミッション/トランスーダイレクトクラッチ ASSY 

アクスル 



リターンスプリングサブ AS SY を取りはずす。 



4. 

( a ) 


( b ) 


ダイレクトクラッチビストン取りはずし 

ダイレクトクラッチをオイルポンプに取り付ける。 

<注意> 

オイルポンプのオイルシールリングをはみ出し、かみ込みなど 
により傷つけない。 

ピストンを均等に押さえて、オイルポンプの図の油穴からエアを吹き 
込み、ピストンを取りはずす。 




ダイレクトマルティプルディスククラツチクラツチディスク 
点検 

クラツチディスク全数のライニング部を点検する。 

<参考> 

ライニングがはく離、変色している場合または、摩耗して表面 
の印刷マークが一部でも消えている場合は、ディスクを新品と 
交換する。また、ディスク交換時は、フランジおよびプレート 
のディスク接触面を点検し、傷または変色している場合はフラ 
ンジおよびプレートも同時に新品と交換する。 



ダイレクトクラッチビストン点検 

ピストンを振り、チェックボールが固着していないことを点検する。 
低圧のエア圧をかけたとき、バルブに漏れのないことを点検する。 












オートマチックトランスミッシヨン/トランス-ダイレクトクラッチ ASSY 

アクスル 


AT-79 



C 51941 



C 51942 



C 51943 



C 51944 


7. ダイレクトクラッチドラムブシユ点検 

⑷ キャリパーゲージを使用して、ブシユ内径を点検する。 

計器 キャリパーゲージ〔22403〕 

基準値 

47.000〜47.025 mm 
限度 
47.07 mm 
<注意> 

測定は数箇所で行い、平均値をとる。 

<参考> 

限度を越えた場合は、ダイレクトクラッチドラムサブ AS SY 
を新品と交換する。また、ステーターシャフトのブシユ接触面 
を点検して、傷または変色している場合は、ステーターシャフ 
卜も同時に新品と交換する。 

8. ダイレクトクラッチビストン取り付け 

( a ) 新品の〇リング2個をピストンに取り付ける。 


<参考> 

〇リングの寸法 


0リング 

内径 （ mm ) 

線径 （ mm ) 

ピストンアウター側 

117.7 

3. 1 

ピストンインナー側 

5 9.0 

2. 6 


( b ) ピストンのスプリング座部を上にして、ドラムに挿入する。 


9. ダイレクトクラッチリターンスプリング取り付け 

( a ) リターンスプリングをピストンのスプリング座に合わせて取り付け 
る 0 




















AT-80 


オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


ダイレクトクラツチ ASSY 



S ST およびプレスを使用して、スプリングを押し締め、スナップリ 
ングをドラムの溝に取り付ける。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32070)， 09905-00012 

<注意> 

• プレスは、スプリングシートがスナップリング溝から 
1〜2 mm 程度下がった位置で止め、スプリングシート 
部を変形させない。 

• スナップリングをスプリングシートのストッパー部に 
はめ、合い口をストッパー部にしない。 



ダイレクトマルティプルディスククラッチクラッチプレー 
卜、ダイレクトマルティプルディスククラッチクラッチディ 
スクおよびダイレクトクラッチフランジ取り付け 

プレート3枚およびディスク3枚を取り付ける。 

フランジの平らな面を下側（ディスク側）にして、取り付ける。 


マイナスドライバーを使用して、スナップリング合い口がドラムの溝 
部になるように取り付ける。 



11 . 


( a ) 


( b ) 


ダイレクトクラッチピストンストローク点検 
<参考> 

クラッチディスク、プレートおよびフランジを交換しなぃ場合 
点検は必要なぃ。 

ダイレクトクラッチをオイルポンプに取り付ける。 

<注意> 

オイルポンプのオイルシールリングをはみ出し、かみ込みなど 
により傷つけなぃ。 

S S T とダイヤルゲージを図の位置に取り付ける。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32190) 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

<注意> 

S ST はビストンに直角に当て、ビストン以外には触れさせな 
い0 













































オートマチックトランスミッシ ヨン/ト ランス-ダイレクトクラッチ ASSY AT-81 

アクスル 

( c ) オイルポンプの図の油穴からエア (392 kpa {4 kgf / cm 2 } ) を吹き込 

んだ時のピストンスト ローク およびピストンが スムースに 摺動する こ 
とを確認する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

基準値 

0.91〜 1.35 mm 
<注意> 

• 測定は数箇所で行い、平均値をとる。 

• 基準値を越える場合は、クラッチフランジを選択す 
る。 

<参考> 

• クラツチフランジ厚さは、フランジ外周部の薄レヽ部分 


の厚さを示す。 

クラツチフランジの寸法 


クラツチフランジ厚さ （ mm ) 

品番 

2.6 5〜 2. 7 5 

35675-33030 

2. 9 5〜 3. 0 5 

35675 — 33040 


12. ダイレクトマルテイプルディスククラッチ回転重さ点検 


⑷ インブットシャフトを挿入して回転させた時、ディスクが軽く回転す 

ることを確認する。 

<注意> 

バイスにはさまない。 













AT-82 


オートマチックトランスミッション/トランスーフォワードクラッチ ASS 丫 

アクスル 


フォワードクラ ツチ ASSY 

構成図 


AT05R-01 


•フォワードクラッチピストン〇リング 


フォワードクラツチピストン 


インプツトシャフト 


スラストベアリング 





スナップリング 




スラストべアリング 


フォワードクラッチリターンスプリング 


フォワードクラッチフランジ 


オイルシールリング 



•再使用不可部品 C 51950 

































オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


フオワードクラッチ ASSY 


AT-83 


脱着•分解 



インプットシャフトオイルシーリング取りはずし 

インプツトシヤフトからオイルシーリング3個を取りはずす。 




( b ) 



3. 


( a ) 


C 51954 


フォワードクラッチビストンストローク点検 
S ST とダイヤルゲージを図の位置に取り付ける。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32190) 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

<注意> 

• SST はピストンに直角に当て、ピストン以外には触 
れさせない。 

• フォワードクラッチをバイスに固定する場合は、必ず 
アルミ板を介し、必要最小限の力でフォワードクラッ 
チを固定し、ブシュ接触面を傷つけない。 

インプットシャフトの油穴を指で塞ぎ、反対側の油穴からエア 
(392 kpa { 4 kgf / cm 2 }) を吹き込んだ時のピストンストロークおよ 
びピストンがスムース摺動することを確認する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

基準値 

2.1 7〜 2.63 mm 

<注意> . 

• 測定は、数箇所で行い、平均値をとる。 

• 基準値を越える場合はクラッチディスク、プレートお 
よびフランジを点検する。 

フォワードクラッチフランジ、フォワードマルティプルディ 
スククラッチクラッチディスクおよびフォワードマルティプ 
ルディスククラッチクラッチプレート取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 

<注意> 

• バイスには、はさまない。 

• インプットシャフトのブシュ接触面を傷つけない。 



















































AT-84 


オートマチックトランスミッション/トランスーフォワードクラッチ ASSY 

アクスル 



( b ) 


C 51955 


フランジ、ディスク5枚およびプレート5枚を取りはずす。 



フォワードクラッチリターンスプリング取りはずし 

S ST とプレスを使用して、リターンスプリングを押し縮め、スナツ 
プリングを取りはずす。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32070)，09905-00012 

<注意> 

プレスは、スプリングシートがスナップリングから1〜 2 mm 
程度下がった位置で止め、スプリングシートを変形させない。 



( b ) 


C 51957 


リターンスプリングを取りはずす。 



フォワードクラッチビストン取りはずし 

インブットシャフトの油穴を指で塞ぎ、反対側の油穴からエアを吹き 
込み、ピストンを取りはずす。 






























オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


フォワードクラッチ ASSY 


AT -85 



フォワードマルティプルディスククラッチクラッチディスク 
点検 

クラッチッディスクのライニング部を点検する。 

<参考> 

ライニングがはく離、変色している場合または、摩耗して表面 
の印刷マークが一部でも消えている場合は、クラッチディスク 
を新品と交換する。また、ディスク交換時は、フランジおよび 
プレートのディスク接触面を点検し、傷または変色している場 
合はフランジおよびプレートも同時に新品と交換する。 



⑷ 

( b ) 


フォワードクラッチビストン点検 

ピストンを振り、チェックボールが固着していないことを点検する。 
低圧のエアをかけたとき、バルブに漏れのないことを点検する。 



8_ フォワードクラッチビストン取り付け 

( a ) 新品の0リング2個をピストンに取り付ける。 


<参考> 

〇リングの寸法 


0リング 

内径 （ mm ) 

線径 （ mm ) 

ピストンアウター側 

117.7 

3. 1 

ビストンインナー側 

5 9.0 

2. 6 



ピストンのスプリング座部を上にして、ドラムに取り付ける。 



フォワードクラツチリターンスプリング取り付け 

•リターンスプリングをビストンのスプリング座に合わせて取り付け 
る0 



























AT-86 


オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


フォワードクラッチ ASSY 



S ST およびプレスを使用して、スプリングを押し締め、スナップリ 
ングとインプットシャフトの溝に取り付ける。 

SST 09350-32014 (09351-32070), 09905-00012 

<注意> 

• プレスは、スプリングシートがスナップリング溝から 
1〜2 mm 程度下がった位置で止め、スプリングシート 
を変形させない。 

• スナップリングをスプリングシートのストッパー部に 
はめ、合い口をストッパー部にしない。 



10 . 


( a ) 

( b ) 


フォワードマルティプルディスククラッチクラッチプレー 
卜、フォワードマルティプルディスククラッチクラッチディ 
スクおよびフォワードクラッチフランジ取り付け 

プレート5枚およびディスク5枚を取り付ける。 

フランジの平らな面を下側（ディスク側）にして、取り付ける。 



マイナスドライバーを使用して、スナップリング合い口がドラムの溝 
になるように取り付ける。 



フォワードクラッチビストンストローク点検 
S S T とダイヤルゲージを図の位置に取り付ける。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32190) 

計器 ダィヤルゲージ〔21201〕 

<注意> 

• SST はピストンに直角に当て、ピストン以外には触 
れさせない。 

• フォワードクラッチをバイスに固定する場合は、必ず 
アルミ板を介し、必要最小限の力でフォワードクラッ 
チを固定し、ブシユ接触面を傷つけない。 

<参考> 

クラッチディスク、プレートおよびフランジを交換しない場合 
点検は必要ない。 
















































オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


フオワードクラツチ ASSY 


AT-87 



インプツトシヤフトの油穴を指で塞ぎ、反対側の油穴からエア 
(392 kpa {4 kgf / cm 2 }) を吹き込んだ時のピストンストロークおよ 
びピストンがスムースに摺動することを確認する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

基準値 

2.17〜 2.63 mm 
<注意> 

• 測定は数箇所で行い、平均値をとる。 

• 基準値を越える場合は、クラッチフランジを選択す 
る0 


<参考> 

• クラツチフランジ厚さは、フランジ外周部の薄い部分 


の厚さを示す。 

• クラツチフランジの寸法 


クラッチフランジ厚さ 

( mm ) 

品番 

2. 

2 

5 

〜 2. 

3 

5 

3 

5 

6 

7 

5 

一3 

3 

0 

1 

0 

2. 

4 

5 

〜2 

5 

5 

3 

5 

6 

7 

5 

-3 

3 

0 

5 

0 

2. 

6 

5 

〜 2. 

7 

5 

3 

5 

6 

7 

5 

一3 

3 

〇 

2 

0 

2. 

6 

5 

〜2 • 

7 

5 

3 

5 

6 

7 

5 

一3 

3 

〇 

3 

0 

2. 

9 

5 

〜3 _ 

0 

5 

3 

5 

6 

7 

5 

一 3 

3 

0 

4 

0 



フォワードマルテイプルテイスククラッチ回転重さ点検 

フロントブラネタリーリングギヤを挿入して、回転させた時、軽く 
ディスクが回転することを確認する。 



インプットシャフトオイルシーリング取り付け 

リング3個を一度縮め、インプットシャフトに取り付ける。 
<注意> 

リングは必要以上に拡げない。 








































AT-88 


オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


セ カンド コーストブレーキ 


セカンド コース トブレーキ 

構成図 



• ……再使用不可部品 


C 52015 




















オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


セカンド コース トブレーキ 


AT-89 


脱着•分解 


AT05U-01 



セカンド コース ト ブレーキ ビストンオイル シール リング取り 
はずし 



セカンド コース ト ブレーキビス ト ンロッ ド取りはずし 

スプリングを押し縮め、ニードルノーズプライヤーを使用して、 E リ 
ングを取りはずす。 



スプリング、プレートワッシャーおよびピストンロッドを取りはず 
す0 



セカンド コース ト ブレーキ バンド ASSY 点検 

ブレーキバンドのライニング部を点検する。 

<参考> 

ライニングがはく離、変色している場合または、摩耗して表面 
の印刷マークが一部でも消えている場合は、 ブレーキ バンドを 
新品と交換する。また、ダイレクトクラッチドラムの バンド 接 
触面を点検し、傷または変色している場合はドラムも同時に新 
品と交換する。 












AT-90 


オートマチックトランスミッション/トランスーセカンドコーストブレーキ 

アクスル 



4. セ カンド コース ト ブレーキ ビストンロッド選択 

( a ) セカンドコーストブレーキピストンストローク点検で基準値をはず 

れ、ブレーキバンドに異常がない場合は、ピストンロッドを選択す 
る。 


計器 ノギス〔20202〕 
<参考> 

ピストンロッドの寸法 


ピストンロッド長さ （ mm ) 

品番 

識別 

9 5. 1〜9 5. 3 

35822-32030 

円すい部溝なし 

9 6. 2〜9 6. 4 

35822-32040 

円すい部溝あり 


5. セ カンド コース ト ブレーキ ビストンロッド取り付け 

( a ) ピストンロッドにプレートワッシャーおよびスプリングを取り付け 
る。 


( b ) スプリングを押し縮め、新品の E リングを取り付ける。 


C 52020 


6. セ カンド コース ト ブレーキ ビストンオイル シー ルリング取り 
付け 

( a ) 新品のリングを一度縮めてから、ピストンに取り付ける。 

<注意> 

リングは必要以上に拡げない。 























オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


フロントプラネタリーギヤ &ワンウェイク 
ラッチ N 〇 . 1 


AT —91 


フロントプラネタリーギヤ & ワンウエ 
イクラツチ N 0.1 

AT05V-01 

構成図 


















AT-92 


オートマチックトランスミッション/トランスーフロントプラネタリーギヤ & ワンウェイク 

アクスル ラツチ No . 1 


脱着•分解 


AT05W-01 



No . 1ワンウェイクラッチ A S S Y 作動点検 

ワンウェイクラッチをプラネタリーサンギヤに取り付ける。 

サンギヤを固定して、ワンウェイクラッチを時計方向に回転させたと 
き回転し、逆に回転させた時ロックすることを点検する。 



No .1 ワンウェイクラッチ AS SY 取りはずし 

サンギヤからワンウェイクラッチを取りはずす。 



プラネタリーサンギヤ取りはずし 

SST を使用して、スナップリングを取りはずす。 
SST 09905-00012 



4. 

( a ) 



プラネタリーサンギヤブシユ点検 

キヤリパーゲージを使用して、ブシユ内径を点検する。 

計器 キヤリパーゲージ〔22401〕 

基準値 

22.525〜22.546 mm 
限度 
22.59 mm 
<注意> 

測定は数箇所で行い、平均値をとる。 

<参考> 

限度を越えた場合は、 ブラ ネタリーサンギヤサブ AS SY を新 
品と交換する。またオーバードライブブラネタリーギヤのブ 
シユ接触面を点検して、傷または変色のある場合は、オーバー 
ドライブブラネタリーギヤも新品と交換する。 


































オートマチックトランスミッション/トランス-フロントプラネタリーギヤ & ワンウェイク AT — 93 

アクスル―ラッチ No . 1 



フロントプラネタリーリングギヤ取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 



ブラネタリーリングギヤフランジを取りはずす。 



フロントプラネタリーリングギヤフランジブシュ点検 

キヤリパーゲージを使用して、ブシュ内径を測定する。 

計器 キヤリパーゲージ〔22401〕 

基準値 

30.03〜30.05 mm 
限度 
30.08 mm 
<注意> 

測定は数箇所で行い、平均値をとる。 

<参考> 

限度を越えた場合は、フロントブラネタリーリングギヤフラン 
ジサブ ASSY を新品と交換する。またオーバードライブブラ 
ネタリーギヤのブシュ接触面を点検して、傷または変色のある 
場合は、オーバードライブプラネタリーギヤも新品と交換す 
る。 

プラネタリーギヤ AS SY スラストすき間点検 

シックネスゲージを使用して、スラストすき間を点検する。 

計器 シックネスゲージ〔24001〕 

基準値 

0.20〜 0.50 mm 
限度 
0.61 mm 
<参考> 

限度を越えた場合は、フロントプラネタリーギヤ AS SY を新 
品と交換する。 
























AT -94 


オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


フロントプラネタリーギヤ & ワンウェイク 
ラッチ N 〇 . 1 



フロントプラネタリーリングギヤ取り付け 

プラネタリーリングギヤフランジのボス部を上にして、リングギヤを 

取り付ける。 



マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取り付ける。 



プラネタリーサンギヤ取り付け 

プラネタリーサンギヤをサンギヤインプットドラムに取り付ける。 
SST を使用して、スナップリングを取り付ける。 

SST 09905-00012 











オート マチック ト ランス ミッション/ト ランス 
アクスル 


セカンド ブレーキ 


AT -95 


セカンドブレーキ 

構成図 


セカンドブレーキフランジ 



•再使用不可部品 


C 51968 




























AT-96 


オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


セカンドブレーキ 


AT05Y-01 


脱着■分解 



セ カンド ブレーキ ビストン取りはずし 

エアガンを使用して、図の油穴からエアを吹き込み、ピストンを取り 
はずす。 

<注意> 

A / T フルードを飛散させない。 




セカンドブレーキクラッチディスク点検 

クラッチディスク全数のライニング部を点検する。 


<参考> 

ライニングがはく離、変色している場合または、摩耗して表面 
の印刷マークが一部でもきえている場合はクラッチディスクを 
新品と交換する。また、ディスク交換時は、フランジおよびプ 
レートのディスク接触面を点検し、傷または変色している場合 
はフランジおよびプレートも同時に新品と交換する。 



セ カンド ブレーキ ビストン取り付け 

新品の〇リング2個をピストンに取り付ける。 
<参考> 

0リングの寸法 

A :内径147.0 mm 線径 2.6 mm 
B :内径123.8 mm 線径 2.6 mm 














オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


セカンドブレーキ 


AT-97 



C 51973 


(b) 溝側を上にして、ピストンをシリンダーに取り付ける。 




AT-98 


オートマチックトランスミッション/トランスーワンウェイクラツチ N 〇 • 2 &リヤプラネタ 

アクスル リーギヤ 


ワンウェイクラッチ No. 2 & 

ラネタリーギヤ 

構成図 


リヤプ 


AT05Z-01 






















オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


ワンウェイクラッチ No . 2 & リヤプラネタ AT -99 

リーギヤ 


脱着_分解 



1. ワンウェイクラッチ ASSY No .2 点検 

( a ) リヤプレネタリーギヤをワンウェイクラッチアウターレースフランジ 

部の末切削側から取り付ける。 



ワンウェイクラツチを固定して、リヤブラネタリーギヤを時計方向に 
回転させたとき、ロックし、反時計方向に回転させたとき回転するこ 
とを点検する。 



2 . 

( a ) 

( b ) 

( c ) 


ワンウェイクラッチ ASS Y No .2 取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 
ワンウェイクラッチを取りはずす。 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 



3. 

( a ) 

( b ) 


ワンウェイクラッチ ASSY No .2 取り付け 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングをワンウェイクラッ 
チアウターレースフランジ部の末切削側の溝に取り付ける。 

ワンウェイクラッチをアウター レースの 切削側に、クリップ開口部か 
ら取り付ける。 

<注意> 

ワンウェイクラッチの方向を間違えない。 











AT -100 才一トマチックトランスミッション/トランスーワンウェイクラッチ N 〇. 2 & リヤブラネタ 

アクスル リーギヤ 



マイナスドライバーを使用して、スナップリングをアウターレースの 
溝に取り付ける。 



プラネタリーキヤリヤスラストワツシヤ取りはずし 

リヤブラネタリーギヤからスラストワツシヤを取りはずす。 



プラネタリーキヤリヤスラストワッシヤ取り付け 

スラストワッシヤにイェローペトロラタムグリースを薄く塗布し、リ 

ヤブラネタリーギヤに取り付ける。 

油脂•その他イェローペトロラタムグリース[31201] 



ワンウェイクラッチ A S S Y No . 2点検 

リヤプラネタリーギヤをワンウェイクラッチアウターレースフランジ 
部の末切削側から取り付ける。 



ワンウェイクラッチを固定して、リヤブラネタリーギヤを時計方向に 
回転させたときロックし、反時計方向に回転させたとき回転すること 
を確認する。 












オートマチックトランスミッション/トランス-ワンウェイクラッチ No . 2 &リヤプラネタ AT —101 

アクスル リーギヤ 



C 52119 



C 52120 



C 52120 


7. リヤプラネタリーギヤ ASSY スラストすき間点検 
( a ) シックネスゲージを使用して、スラストすき間を点検する。 

計器 シック ネスゲージ〔24002〕 

基準値 
0.2 〜 0.5 mm 
限度 
0.61 mm 
<参考> 

限度を越えた場合は、リヤプラネタリーギヤ A S S Y を新品と 
交換する。 

8. リヤブラネタリーリングギヤ取りはずし 

( a ) マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 

( b ) プラネタリーリングギヤを取りはずす。 


9. リヤプラネタリーリングギヤ取り付け 

( a ) リヤブラネタリーリングギヤフランジのボス部を上にして、リングギ 
ヤに取り付ける。 

( b ) マイナスドライバーを使用して、スナップリングをリングギヤ溝に取 
リ付ける。 













AT-102 


オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


オーバードライブ 


オーバードライブ 

構成図 


オーバードライブブレーキクラツチデイスク 


オーバードライブブレーキ 
リターンスプリング 


オーバードライプ 


オーバードライブブレーキドラム 



オーバードライブブレーキクラツチプレート 
オーバードライブブレーキフランジ NO . 1 


オーバー ドライブブレーキ 
リターンスプリング 
ホール スナップリング 


オーバードライブダイレクト 
クラッチドラム 


•オーバードライブプレーキビストン0リング 


•オーバードライブダイレクト 
クラッチピストン0リング 
オーバードライブクラッチ 
リターンスプリング 


オーバードライブクラッチ 
フランジホールスナップリング 


オーバー ドライブ 
ダイレクトクラッチ 
クラッチディスク 


オーバードライブケース 
スラストべアリングレース 


オーバードライプクラッチフランジ 


•オーバードライブクラッチ 
ドラムオイルシールリング 



オーバードライブダイレクトクラツチ 
スラスト ニードル ローラべアリング 


オーバードライブブラネタリギヤ 

スラス トニー ドル ローラ ベアリング 


オーバードライブダイレクト 
クラッチピストン 


オーバードライブクラッチリターン 
スプリングホールスナップリング 


オーバードライブクラッチクラッチプレート 


オーバードライブケース 


アキュームレータ 
c 0 ビストン 


アキュームレータ c 0 
ビストンスペーサ 


アキュームレータ C 0 ビストン 
スペーサスナップリング 




_ I _アキ ユー ムし 


■ムレータ Co 
ピストン0リング が 



オーバードライブケース 
オイルパツフル 


T =10 {102} 


•イエローぺトロラタムグリース塗布 

•. 再使用不可部品 [ 


アキュームレータ C 0 ピストン 
コンブ レツ シヨンスプリング 


•締め付けトルク [ N-m { kgf . cm }] 























































AT -103 


オートマチックトランスミッション/トランス-オーバードライブ 

アクスル 


オーバードライブプラネタリリングギヤ 


カウンタドライブギヤベアリング 



カウンタドライブギヤベアリング 


才ーバードライブ 
ブラネタリギヤワッシャ 


[プレ□一 K 調整] 


オーバードライプリテイニングプレート 



參オーバードライプインタミディエイト 
シャフトオイルシールリング 


•. 再使用不可部品 


C 54098 
































AT — 104 オートマチックトランスミッション/トランス-オーバードライブ 

アクスル 


脱着•分解 



オーバードライブケースオイルバッフル取りはずし 

ボルト3本をはずし、オイルバッフルを取りはずす。 



オーバードライブブレーキピストン取りはずし 

ドラムを均等に押さえ、図の油穴からエアを吹き込み、ピストンを取 
りはずす。 

<参考> 

ピストンが傾いて取りはずせない場合は、飛び出した側を押さ 
え再度エアを吹き込み取りはずす。 




3. 

( a ) 


C 52199 


オーバードライブブレーキリターンスプリング取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 








AT-105 


オートマチックトランスミッション/トランス-オーバードライブ 

アクスル 




オーバードライブブレーキクラッチデイスク取りはずし 

クラッチプレート3枚、クラッチディスク3枚およびフランジを取り 

はずす。 



オーバードライブブレーキクラッチディスク点検 

クラッチディスク全数のライニング部を点検する。 

<参考> 

ライニングがはく離、変色している場合または、摩耗して表面 
の印刷マークが一部でも消えている場合は、クラッチディスク 
を新品と交換する。また、ディスク交換時は、フランジおよび 
プレートのディスク接続面を点検し、傷または変色している場 
合は、フランジおよびプレートも同時に新品と交換する。 



オーバードライブダイレクトクラッチピストンストロー ク点 
検 

SST およびダイヤルゲージを使用して、図の油穴からエア 
(392kpa {4kgf/cm 2 } ) を吹き込んだ時のピストンストロークおよ 
びピストンがスムースに摺動することを点検する。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32190) 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

参考値 

1.75 〜 2.49 mm 
<注意> 

• S ST はピストンに直角に当て、ビストン以外には触 
れさせない。 

• 測定は数箇所で行い、平均値をとる。 

<参考> 

参考値を越える場合は、クラッチディスク、プレートおよびフ 
ランジを点検する。 












AT-106 


才一トマチックトランスミッシヨン/トランス 

アクスル 


オーバードライブ 



( a ) 


オーバードライブダイレクトクラッチピストン取りはずし 

クラッチドラムをケースから取りはずす。 




オーバードライブクラッチフランジ取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 




9. 

⑷ 

( b ) 


オーバードライブクラッチリターンスプリング取りはずし 

S ST およびプレスを使用して、リターンスプリングを押し縮める。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32070, 09351 -32200) 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 

<注意> 

プレスは、スプリングシートがスナップシートがスナップリン 
グから2〜 3 mm 税度下がった位置で止め、スプリングシート 
を変形させない。 











AT-107 


オートマチックトランスミッション/トランス-オーバードライブ 

アクスル 



リターンスプリングを取りはずす。 



10 . 

(a) 

( b ) 


オーバードライブダイレクトクラッチビストン取りはずし 

クラッチドラムをオーバードライブケースに組み付ける。 

ピストンを均等に押さえ、図の油穴からエアを吹き込み、ピストンを 
取りはずす。 

<参考> 

ピストンが傾いて取りはずせない場合は、飛び出した側のビス 
トンを押さえ、再度エアを吹き込むか、保護テープを巻いた 
ニードルノーズプライヤーを使用して取りはずす。 



11 . 

( a ) 



C 51939 


オーバードライブダイレクトクラッチクラッチディスク点検 

クラッチディスク全数のライニング部を点検する。 

<参考> 

ライニングがはく離、変色している場合または、摩耗して表面 
の印刷マークが一部でも消えている場合は、クラッチディスク 
を新品と交換する。また、ディスク交換時は、フランジおよび 
プレートのディスク接触を点検し、傷または変色している場合 
はフランジおよびプレートも同時に新品と交換する。 



オーバードライブダイレクトクラッチピストン点検 

ピストンを振り、チェックバルブが固着していないことを点検する。 
低圧のエア圧をかけたとき、バルブに漏れのないことを点検する。 


















AT -108 


オートマチックトランスミッション/トランスーオーバードライブ 

7クスル 



オーバードライブダイレクトクラッチドラム点検 
キヤリパーゲージを使用して、ブシユ内径を測定する。 

計器 キヤリパーゲージ〔22403〕 

基準値 

22.059〜22.080 mm 
限度 
22.13 mm 
<注意> 

測定は数箇所で行い、平均値をとる。 

<参考> 

限度を越える場合は、オーバードライブダイレクトクラツチを 
新品と交換する。またオーバードライブブラネタリーギヤのブ 
シユ接触面を点検して、傷または変色している場合は、オー 
バードライブプラネタリーギヤも同時に新品と交換する。 



オーバー ドライブクラッチドラムオイルシールリング取りは 
ずし 

オイルシールリング2個を取りはずす。 



15. 

( a ) 


アキユームレータ Co ピストン取りはずし 

S ST を使用して、スペーサーを指で押しながらスナップリングを取 
リはずす。 

SST 09905-00013 



スペー サ ー、ス プリング2個およびピストンを取りはずす。 
































才一トマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


オーバードライブ 


AT —109 



(c) 


ビストンから0リングを取りはずす。 



16 . 

( a ) 

( b ) 


ワンウェイクラツチ点検 

オーバードライブギヤをダイレクトクラツチに時計方向に回転させな 
がら取り付ける。 

ダイレクトクラツチを固定して、プラネタリーギヤを、時計方向に回 
転させた時回転し、反時計方向に回転させた時ロックすることを点検 
する。 



17 . 

( a ) 


( b ) 


オーバードライブプラネタリギヤプレロード点検 

アルミ板を介して、オーバードライブブラネタリーギヤを固定する。 
<注意> 

オーバードライブプラネタリーギヤを固定しない。 

S ST およびトルクレンチを使用して、オーバードライブブラネタ 
リーギヤの起動トルクを測定する。 

SST 09556 -16020 

計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

0.58〜 0_98 N_m {6 〜 lOkgf . cm } 

<注意> 

ベアリングをなじませるためオーバードライブプラネタリーギ 
ヤの正転、逆転を数回行った後に測定する。 



オーバードライブワンウェイクラッチ取りはずし 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 













AT-110 


才一トマチックトランスミッション/トランスーオーバードライブ 
アクスル 



リテーニングプレートおよびワンウェイクラッチウイズアウター 
レースを取りはずす。 




ワンウェイクラッチをアウターレースから取りはずす。 



19. 

( a ) 


オーバードライブプラネタリギヤスラストワッシャー No . 3取 
りはずし 

スラストワツシヤ ー No . 3を取りはずす。 



オーバードライブプラネタリギヤボールべアリング取りはず 
し 

アルミ板を介して、オーバードライブブラネタリーギヤをバイスに固 
定する。 

<注意> 

オーバードライブプラネタリーギヤのブシュ接触面を傷つけな 
い。 

マイナスドライバーを使用して、ワッシャーのツメを起こす。 











才一トマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


オーバードライブ 


AT-111 



SST を使用して、ナットおよびワッシャーを取りはずす。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32080) 



S ST をおよびプレスを使用して、ラジアルボールべアリングを取り 
はずす。 

SST 09950 -00020 



カウンタードライブギヤベアリング取りはずし 

プレスを使用して、カウンタードライブギヤおよびテーバードロー 
ラーベアリング（インナーレース & ローラー）を取りはずす。 



( b ) 


SST およびプレスを使用して、テーパードローラーベアリング（イ 
ンナーレース & ローラー）を取りはずす。 

SST 09950 -00020 

<参考> 

ベアリングは、フロント側、リヤ側が分かるように整理してお 
く。 



オーバードライブプラネタリリングギヤ取りはずし 

ニードルノーズプライヤーを使用して、スナップリングを締め、リン 
グギヤを取りはずす。 


































AT-112 


オートマチックトランスミッション/トランスーオーバードライブ 

アクスル 



スナップリングをリングギヤから取りはずす。 



23. 

( a ) 


カウンタドライブギヤべアリングアウターレース取りはずし 

ブラスバーを使用して、アウターレース2個を打ち抜く。 

<参考> 

アウターレースは、フロント側、リヤ側が分かるように整理し 
ておく 0 



マイナスドライバーを使用して、スナップリングを取りはずす。 



オーバードライブプラネタリギヤ AS SY スラストすき間点 
検 

シックネスゲージを使用して、スラストすき間を点検する。 

計器 シックネスゲージ〔24002〕 

基準値 

0.16 〜 0.56mm 
限度 
0.61 mm 
<参考> 

限度を越えた場合は、オーバードライブブラネタリーギヤ A S 
SY を新品と交換する。 














オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


オーバー ドライブ 


AT —113 



25. 

(a) 




26. 

(a) 




27. 

(a) 


カウンタードライブギヤベアリングアウター レース 取り付け 

マイナスドライバーを使用して、スナップリングをギヤの溝に取り付 
ける。 


SST およびブレスを使用して、テーパードローラーベアリング（ア 
ウターレース）2個をスナップリングとのすき間のないように圧入す 
る。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32120, 09351 -32150) 

<注意> 

アウターレースでスナップリングを変形させない。 


オーバードライブプラネタリリングギヤ取り付け 

リングギヤにスナップリングを取り付ける。 


ニードルノーズプライヤーを使用して、スナップリングを締め、カウ 
ンタードライブギヤをリングギヤに取り付ける。 


カウンタードライブギヤベアリング取り付け 

S ST およびプレスを使用して、新品のテーパードローラーべアリン 
グ（インナーレース& ローラー）を圧入する。 

SST 09350 -320 14 (09351-32120) 

<注意> 

インナーレースはオーバードライブプラネタリーギヤに当たる 
まで確実に入れる。 



















































AT -114 


オートマチックトランスミッション/トランス-オーバードライブ 

アクスル 



( b ) 


( c ) 


カウンタードライブギヤおよびテーパードローラーべアリング（イン 
ナーレース & ローラー）を取り付ける。 

S ST およびプレスを使用して、ベアリングに予圧が加わる手前まで 
圧入する。 

SST 0935 0-3201 4 (09351-32120) 

<注意> 

ベアリングはカウンタードライブギヤに少しガタが残る程度ま 
で、圧入する。 



28 . 

( a ) 


オーバードライブプラネタリギヤボールべアリング取り付け 

S ST およびプレスを使用して、新品のラジアルボールべアリングが 
テーパードローラーべアリングに当たるまで圧入する。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32120) 

<注意> 

テ_パ_ドロ_ラ_ベアリングを押さない。 



C 52176 


29. 

( a ) 


カウンタードライブギヤプレロー ド調整 

新品のワッシャーを取り付ける。 



ナットを仮締めする。 







































AT —115 


オートマチックトランスミッション/トランスーオーバードライブ 

7クスル 



S ST およびトルクレンチを使用して、オーバードライブブラネタ 
リーギヤの起動トルクが基準値の中央になるまで S ST でナットを締 
め付ける。 

SST 0935 0-3201 4 (09351-32080), 09556 -16020 

計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

0.58〜 0.98 N.m {6 〜 lOkgf . cm } 

<注意> 

• オーバードライブプラネタリーギヤを固定する時に 
は、アルミ板を介する。 

• 起動トルクの測定は、ベアリングをなじませるため、 
正転、逆転を数回行った後に測定する。 

• 測定は数回行い、平均値をとる。 



( d ) 


( e ) 


アルミ板を介して、オーバードライブプラネタリーギヤを固定する。 
<注意> 

オーバードライブプラネタリーギヤのブシュ接触面を傷つけな 

い。 

マイナスドライバーを使用して、ナツトの切リ欠き部に合ったワツ 
シヤーのつめを起こし、ナットをロックする。 



30. 


( a ) 


オーバードライブプラネタリーギヤスラストワッシャ No . 3取 
り付け 

No . 3スラストワッシャーの溝側を手前に取り付ける。 



オーバードライブワンウェイクラッチ取り付け 

ワンウェイクラツチをアウター レースに 取り付ける。 

<参考> 

ワンウェイクラツチの方向性を確認しておくとよい。 













AT — 116 オートマチックトランスミッション/トランスーオーバードライブ 

アクスル . 



( b ) 


リテーナー2個をワンウェイクラッチに取り付ける。 



ワンウェイクラッチウイズアウターレースおよびリテーニングプ 
レートを取り付ける。 

<注意> 

ワンウェイクラッチの方向を間違えない。 



スナップリングを取り付ける。 



32. 

( a ) 

( b ) 


オーバードライブワンウェイクラッチ点検 

オーバードライブギヤをオーバードライブダイレクトクラッチに時計 
方向に回転させながら取り付ける。 

オーバードライブダイレクトクラッチを固定して、オーバードライブ 
ブラネタリーギヤを時計方向に回転させたとき、回転し、反時計方向 
に回転させたとき、ロックすることを点検する。 



アキユームレーター〇〇ピストン取り付け 

新品の0リングをピストンに取り付ける。 

<参考> 

〇リングの寸法 

内径 34.7 mm 線径 3.5 mm 













AT -117 


オートマチックトランスミッション/トランスーオーバードライブ 

アクスル 



ピストン、スプリング2個およびスペーサーを取り付ける。 



SST を使用して、指でスペーサーを押しながスナップリングをケー 
スの溝に取り付ける。 

SST 09905-00013 



オーバードライブクラッチドラムオイルシールリング取り付 
け 

新品のリング2個を1度縮め、ケースの溝に取り付ける。 

<注意> 

• オイルシールリングを縮める時ラップ代は 5 mm 以下で 
行ぅ。 

• オイルシールリングは必要以上に拡げない。 

• オイルシールリングのツメ部を確実に掛ける。 



35. オーバードライブダイレクトクラッチピストン取り付け 

( a ) 新品の0リング2個をピストンに取り付ける。 

<参考> 

0リングの寸法 


ピストン 

内径 （ mm ) 

線径 （ mm ) 

ピストンアウター側 

117.0 

3. 1 

ピストンインナー側 

5 6.8 

2. 6 


















AT —118 オートマチックトランスミッション/トランスーオーバードライブ 

アクスル 



36. 


⑷ 


オーバードライブダイレクトクラッチリターンスプリング取 
り付け 

リターンスプリングがピストンのスプリング座部に確実にはまるよう 
に取り付ける。 



( b ) 


C 52197 



S ST およびプレスを使用して、リターンスプリングを押し縮め、ス 
ナツプリングの合い口がドラムの溝部になるように取り付ける。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32070, 09351 -32200) 

<注意> 

プレスは、スプリングシートがスナップリング溝から2〜3 
mm 程度下がった位置で止め、スプリングシートを変形させな 
い0 


クラッチフランジ、ディスクおよびプレート取り付け 

プレート2枚およびディスク2枚を取り付ける。 

フランジの平らな面を下側（ディスク側）にして取り付ける。 



マイナスドライバーを使用して、スナップリングの合い口がドラムの 
溝部になるように取り付ける。 



38. 

(a) 

( b ) 


オーバードライブクラッチディスク回転重さ確認 

オーバードライブギヤオーバードライブダイレクトクラッチに時計方 
向に回転させながら取り付ける。 

ダイレクトクラッチを固定して、プラネタリーギヤを時計方向に回転 
させたとき、ディスクが軽く回転することを確認する。 



































AT — 119 


オートマチックトランスミッション/トランス-オーバードライブ 

アクスル 



39. 

⑷ 


オーバードライブダイレクトクラッチ取り付け 

スラストべアリングレース裏面にイェローペトロラタムグリースを薄 

く塗布して、ケースに取り付ける。 

油脂■その他イェローペトロラタムグリース〔31201〕 

<参考> 

スラストべアリングレースの寸法 
外径 43.0 mm 内径 24.5 mm 



スラストべアリングレース裏面にイェローペトロラタムグリースを薄 
く塗布して、クラッチドラムに取り付ける。 

油脂•その他イェローペトロラタムグリース〔31201〕 

<参考> 

スラストべアリングの寸法 
外径 46.3 mm 内径 26.2 mm 



( c ) 

( d ) 


ベアリングおよびレースを落とさないようにクラッチドラムをケース 
に取り付ける。 

クラツチドラムがスムースに回転することを点検する。 



図の油穴からエア (392 kpa {4 kgf / cm 2 }) を吹き込んだ時、クラッ 
チピストンおよびアキュームレータービストンがスムースに摺動する 
ことを点検する。 

また、 SST およびダイヤルゲージを使用して、図の油穴からエアを 
吹き込んだ時のビストンストロークを確認する。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32190) 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

参考値 

175〜 2.49 mm 



40. 

⑷ 


オーバードライブブレーキクラッチディスク取り付け 

フランジ、ディスク3枚およびプレート3枚を取り付ける。 




























オーバードライブ 




43. 才ーバードライブブレーキピストン取り付け 

( a ) 新品の0リング2個をピストンに取り付ける。 


<参考> 

0リングの寸法 


ピストン 

内径 （ mm ) 

線径 ( mm ) 

ピストンアウター側 

14 9.7 

2. 6 

ピストンインナー側 

14 0,3 

2. 6 



ピストンを図の向きにして、ドラムに挿入する。 

























AT-121 


オートマチックトランスミッション/トランス-オーバードライブ 

アクスル 



44. 

( a ) 


オーバードライブケースオイルバッフル取り付け 

オイルバツフルをボルト3本で取り付ける。 

基準値 

T = 10 N_m {102 kgf - cm } 

<注意> 

オーバードライブケースとのすき間が無いことを確認する。 




AT -122 


オートマチックトランスミッション/トランス 

7クスル 


ファースト & リバースブレーキ 


ファースト & リバースブレーキ 

構成図 


ファースト& リバースブレーキピストン 


ファースト & リバースブレーキクラッチプレー h 
スナップリ： 


ファースト&リバースブレーキフランジ 



スナップリング 


ファースト & リバースプレーキクラッチディスク 


ファースト & リパースプレーキ 

リターンスプリング 


.ファースト & リバースブレーキ〇リング 


•再使用不可部品 




























オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


ファースト & リバースブレーキ 


AT -123 


AT064-02 

脱着•分解 




( a ) 


(b) 


( c ) 

2 . 

⑷ 


(b) 


フ アース ト & リバースブレーキリターンスプリング取り 
はずし 

SST を使用して、リターンスプリングを押し縮める。 

SST 0935 0-3201 4 (09351-32040) 

<注意> 

SST は、スプリングシートがスナップリングから1〜 2 mm 
程度下がった位置で止め、スプリングシートを変形させない。 
SST を使用して、スナップリングを取りはずす。 

SST 09905-00012 

リターンスプリングを取りはずす。 

ファースト & リバースブレーキビストン取りはずし 
SST を使用して、ピストンを傾けないようにする。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32040) 

<注意> 

SST のボルトは指で締め付け、ピストンに無理な力を加えな 
い0 

図の油穴からエアを吹き込みながら 、 S ST のボルトを徐々にゆる 
め、ピストンを傾けないように取りはずす。 



<参考> 

ピストンが傾いて取り出せない場合は、ピストンの飛び出した 
側を押さえて、再度エアを吹き込むか、先端にビニールテープ 
を巻いたニードルノーズプライヤーを使用して、ピストンを傷 
つけないように取りはずすとよい。 






















AT-124 


才一トマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


ファースト & リバースブレーキ 



クラッチディスク点検 

クラッチディスク全数のライニング部を点検する。 

<参考> 

ライニングがはく離、変色している場合または、摩耗して表面 
の印刷マークが一部でも消えている場合は、クラッチディスク 
を新品と交換する。また、ディスク交換時は、フランジおよび 
プレートのディスク接触面を点検し、傷または変色している場 
合は、フランジおよびプレートも同時に新品と交換する。 



4. ファースト & リバースブレーキピストン取り付け 

( a ) 新品の0リング2個をピストンに取り付ける。 


<参考> 

〇リングの寸法 


ピストン 

内径 （ mm ) 

線径 （ mm ) 

ビストンアウター側 

13 5.0 

2. 6 

ピストンインナー側 

9 0. 1 

2. 6 



(d) 


ピストンのスプリング座部を上にして、トランスアクスルケースに挿 
入する。 


ファースト & リバースブレーキリターンスプリンク取り 
付け 

リターンスプリングをピストンのスプリング座に合わせ、取り付け 
る。 

スナップリングをリターンスプリング上に置き、 S ST を使用して、 
リターンスプリングを押し縮める。 

SST 09350-32014 (09351-32040) 

<注意> 

SST は、スプリングシートがスナップリング溝から1〜2 
mm 程度下がった位置で止め、スプリングシートを変形させな 
い。 

SST を使用して、スナップリングをトランスアクスルケースの溝に 
取り付ける。 

SST 09905-00012 

<注意> 

スナップリングをスプリングシートのストッパー部にはめ、合 
い口をストッパー部にしない。 

S ST を取りはずす。 



















オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


ファースト & リバースブレーキ 


AT-125 



ファースト & リバースブレーキピストン作動点検 

図の油穴からエアを吹き込み、ピストンがスムースに摺動することを 
確認する。 















AT-126 


オートマチックトランスミッション/トランスーデイファレンシャル ASSY 

アクスル 


デイファレンシャル ASSY 

構成図 


AT065-01 


ディファレンシャルドライブビニオンペアリングケージ 


デイファレンシャルドライプピニオン 


♦デイファレンシャルドライプピニオン 
ベアリングケージオイルシール 


•フロントドライブビニオン 

テーパー ドロー ラー ベアリングフロント 


ディファレンシャルドライプピニオン 
ベアリングケージホールスナップリング • 


フロントドライプピニオン 
テーパードローラーべ アリングリャ_ 


ディファレンシャルドライブピニオン 
ベアリングケージホールスナツプリング 


•フロントディファレンシャルドライプピニオン 
ぺアリングスペー サー 


カウンタードリブンギヤ ASSY - 


フロン トデイファレンシャル 
ケースシムリヤ 



=205〜355 (2090 〜 360 0} I 


7ロントデイファレンシャル 
ピニオンシャフトストレートビン 


フロントデイファレンシャル 
テーバー ドローラーベアリングフロント 


スピード メータ ドライブギヤ 


フロントディフアレンシャルケース 
テーパー ドローラべアリングリヤ 


フロントデイファレンシャル 
ピニオンスラストワツシヤ 


フロントデイファレンシヤルビニオン- 


^) 


フロントデイファレンシャルサイドギヤ" ■ 



A 5 41 F 



フロントデイフアレンシャルケース 


フロントデイファレンシャルサイドギヤ 
•スラストワツシヤ No . 1 


フロントディファレンシャルサイドギヤ_ 
スラストワツシヤ No .1 


フロントデイフアレンシャルサイドギヤ 




■•フロントデイファレンシャルビニオン 
-フロントデイファレンシャルピニオンスラストワツシヤ 


トヨタ純正 MP グリース No . 2塗布 


•再使用不可部品 L 


•締め付けトルク [ N_m { kgf - cm }] 


C 52906 





















































オートマチックトランスミッション/トランスーデイファレンシャル ASSY 

アクスル 


AT -127 


AT066-01 

脱着 • 分解 




ディファレンシャル総合プレロー ド分解前点検 

トルクレンチおよびソケットレンチ (32 mm ) を使用して、総合ブレ 

ロードを点検する。 

工具 ソケットレンチ 32 mm 
計器 トルクレンチ〔20113〕 

參考値 

0.6 〜 I . ON-m {6.3 〜10.2 kgf _ cm } 

<参考> 

総合プレロード=ドライブピニオンプレロード +( リングギヤ 
プレロード/ファイナルギヤ比） 

デイファレンシャルオイルシール取りはずし 
SST を使用して、オイルシールを取りはずす。 

SST 09308—00010 












AT -128 


オートマチックトランスミッション/トランスーデイファレンシャル ASSY 

アクスル 



ピンポンチを使用して、ベアリングアウターレースおよびプレート 
ワッシャーを S ST がかけれるまで、打ち出す。 

工具 ピンポンチ5 mm 〔09031-00040〕 



S ST を使用して、ベアリングアウターレースを取りはずす。 
SST 09350-32014 (09308-1 0010), 09950 -6001 0 
(09951-00550) 



C 52349 



4. 

( a ) 


(b) 


デイファレンシャル オイル シール R H 取りはずし 

SS 丁を使用して、オイルシールを取りはずす。 （ A 54 1 E ) 
SST 09308-00010 


マイナスドライバーを使用して、オイルシールを取リはずす 。 （A 
5 41 F ) 



ディファレンシャルケース オイル シール 取りはずし （A 
5 41 F ) 

SST を使用して、オイルシールを取りはずす。 

SST 09308-00010 













オートマチックトランスミッション/トランスーデイファレンシャル ASSY 

アクスル 


AT-129 



フロントデイファレンシャルオイルシールリテーナー取りは 
ずし 

ボルト5本を取りはずす。 （A5 4 1 E) 



(b) 


ボルト4本を取りはずす。 （A5 4 1 F) 



(c) 


ウェスでリテーナーを保護し、マイナスドライバーを使用して、リ 
テーナーを取りはずす。 



デイファレンシャルキャリヤカバー取りはずし 

ボルト10本を取りはずす。 （A5 4 1 E) 





































































AT -130 才—トマチックトランスミッション/トランスーデイファレンシャル ASSY 

アクスル 



プラスチックハンマーを使用して、カバーを取りはずす。 

工具 プラスチックハンマー〔12101〕 



ガバナアプライガスケット N 0.2取りはずし 

アプライガスケットを取りはずす。 



フロントデイファレンシャルケース取りはずし 

トランスアクスルケースからデイフアレンシャルケース AS SY 、 ア 
ウターレースおよびプレートワッシャーを取りはずす。 



トランスアクスルケースキヤツプ No . 2取りはずし 

ボルトを取りはずす。 



ニードルノーズプライヤーを使用して、キャップを取りはずす。 
キャップから〇リングを取りはずす。 




























オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


デイフアレンシャル A S S Y 


AT -131 



ディファレンシャルドライブピニオンプレロード分解前点検 
トルクレンチおよびソケットレンチ （32 mm ) を使用して、ドライブ 
ピニ オンプレロー ドを点検する。 

工具 ソケットレンチ 32 mm 
計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

0.49〜0.78 N.m {5 〜 8 kgf . cm } 



カウンタードリブンギヤ AS SY 取りはずし 
SST を使用して、ナットのかしめを解く。 

SST 09930-00010 (09931-00010, 09931 -00020) 



S ST を使用してギヤを固定し、ナットを取りはずす。 

SST 09330 -00021 ， 09350-32014(09351-32032) 




S ST およびプレスを使用して、ギヤからテーパードローラーべアリ 
ングを取りはずす。 

SST 09950-00020, 09950-60010 (09951-00390) 

<注意> 


ベアリングが破損する場合がある。 









































AT -132 オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


デイファレンシャル ASSY 



ドライブピニオンべアリングスペーサー取りはずし 

S ST を使用して、アウターレースおよびオイルスリンガーを取りは 
ずす。 

SST 09350 -3201 4 (09308-10010) 

ドライブピニオンべアリングスペーサーを取りはずす。 



14. 

( a ) 


デイファレンシャルドライブピニオンべアリングケージ取り 
はずし 

SST を使用して、スナップリングを取りはずす。 

SST 09350-32014 (09351-32050) 



デイファレンシャルドライブピニオン取りはずし 
SST を使用して、スナップリングを取りはずす。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32050) 



プレスおよびブラスバーを使用して、ドライブピニオンおよびべアリ 
ングケージを取りはずす。 

<注意> 

ブラスバーの径によっては、ドライブピニオンから抜けなくな 
るおそれがある。 



ベアリングケージを取りはずす。 


























































オートマチックトランスミツシヨン/トランス 

アクスル 


デイファレンシャル ASSY 


AT -133 



S ST およびプレスを使用して、ベアリングを取りはずす。 

SST 09950 -00020 



S ST を使用して、ケージからべアリングアウターレースを取りはず 
す。 

SST 0961 2-65014 (09612-01 040, 09612 -65014) 




16. 

( a ) 

(b) 


フロントァイファレンシャルケーステーパードローラーベア 
リング取りはずし 

スピードメータードライブギヤを取りはずす。 

S ST を使用して、テーパードローラーべアリング 2 個を取りはず 
す。 

SST 09950 -4001 0 (09951-04010, 09952 -0401 0， 

09953-04020, 09954-04010, 09955-04060， 

09957-04010, 09958-04010), 09950-60010, 
(09951-00400, 09951 -00500) 

<参考> 

(09951-00400) はレフト側、 (09951-00500) はライト側で使 
用する。 




















AT-134 


才一トマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


デイファレンシャル ASSY 



フロントデイファレンシャルリングギヤ取りはずし 

デイファレンシャルレフトケースとリングギヤに合わせマークを付け 

る。 



アルミ板を介して、デイファレンシャルケース AS SY をバイスに固 
定し、リングギヤからボルト12本を取りはずす。 



ブラスティックハンマーを使用して、リングギヤ外周を軽くたたいて 

取りはずす。 

工具 プラスチックハンマー〔12101〕 



フロントデイファレンシャルサイドギヤバックラッシュ分解 
前点検 

アルミ板を介して、デイファレンシャルケース A S SY をバイスに固 
定する。 

ダイヤルゲージを使用して、サイドギヤを固定しサイドギヤバック 
ラッシュをピニオン側で点検する。 



19. 

( a ) 


C 52385 


フロントデイファレンシャルサイドギヤ取りはずし 

ピンポンチおよびハンマーを使用して、ストレートピンを取りはず 
す 。 

工具 ピンポンチ3 mm 〔09031-00030〕 












オートマチックトランスミッション/トランス 

アクスル 


デイファレンシャル ASSY 


AT -135 



ピニオンシャフトを取りはずす。 

ピニオン2個、サイドギヤ2個およびスラストワッシャー4枚を取リ 
はずす。 



フロントデイファレンシャルピニオンシャフト N 0.1取り付け 

サイドギヤおよびピニオンにスラストワッシャーを取り付ける。 

<参考> 



デイフアレンシャルケースにサイドギヤおよびピニオンを取り付け 
る。 




















AT - 1 36 オートマチックトランスミッション/トランス ー デイファレンシャル ASSY 

アクスル 

21. フロントデイファレンシャルサイドギヤバックラッシュ点 
検、調整 

(a) サイドギヤを固定して、サイドギヤバックラッシュをピニオン側で点 

検する。 

計器 ダイヤルゲージ〔21201〕 

基準値 

0.05〜〇 _20 mm 
<注意> 

ピニ オン ギヤ2箇所で点検する。 

<参考> 

• 基準値外の場合は、サイドギヤスラストワッシャーを 
下表から選択し、バックラッシュを基準値内にする。 

• スラストワッシャーの種類 


A 541 E 搭載車 


品番 

厚さ （ mm ) 

41361-40021 

1.6 

41362-40021 

1 . 7 

41363-40021 

1.8 


A 5 41 F • 5 S - FE 搭載車 


品番 

厚さ （ mm ) 

41361-22140 

0.9 5 

41361-22020 

1 . 〇 

41361 —22150 

1.05 

41361 —22030 

1 . 1 

41361 —22160 

1.15 

41361 —22040 

1 . 2 


A 541 F -2 MZ - FE 搭載車 


品番 

厚さ （ mm ) 

41361-33010 

1 . 6 

41362-33080 

1 . 7 

41363—33010 

1 . 8 




フロントデイファレンシャルピニオンシャフトストレートピ 
ン取り付け 

プラスチックハンマーを使用して、ストレートピンを取り付ける。 
工具 プラスチックハンマー〔12101〕 
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フロントデイファレンシャルリングギヤ取り付け 
リングギヤをオイルなどで90〜 110° C に加熱する。 

油脂•その他オイルヒーター〔51902〕 

<注意> 

リングギヤは 110° C 以上に加熱させない。 

リングギヤとケースの合わせ面の油脂を十分に清掃する。 



デイフアレンシャルレフトケースとリングギヤの合わせマークを合わ 
せて、リングギヤを素早く組み付ける。 

<注意> 

レフトケースとリングギヤのボルト穴を合わせる。 



ボルト12本を締め付ける。 

基準値 

T = 123 N-m {1250 kgf . cm } 

<注意> 

ボルトは、対角線に相対する順に行い、数回に分けて締め付け 
る0 



24. 


( a ) 


フロントデイファレンシャルテーパードロ ーラーベアリング 
取り付け （ A 54 1 E 搭載車） 

スピードメータードライブギヤを取り付ける。 



( b ) 


S S T 


C 52397 


S ST およびプレスを使用して、ベアリング（ライト側）を圧入す 
る 。 

SST 09316 -200 11 
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S ST およびプレスを使用して、ベアリング（レフト側）を圧入す 
る0 

SST 09316-00010 



25. 

( a ) 


フロントデイファレンシャルテーパードローラーべアリング 
取り付け （A 5 41 F 搭載車） 

スピードメータードライブギヤを取り付ける。 



S ST およびプレスを使用して、ベアリング（レフト側）を圧入す 
る。 （5 S — FE 搭載車） 

SST 09726 —400 10 



S ST およびブレスを使用して、ベアリング（レフト側）を圧入す 
る。 （2 MZ — FE 搭載車） 

SST 09316-60011 (09316-00011) 



( d ) 


S S T およびプレスを使用して、ベアリング（ライト側）を圧入す 
る。 

SST 09316-20010, 09649-17010 
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デイファレンシャルドライブピニオン取り付け 
S ST およびプレスを使用して、ベアリングを圧入する。 
SST 09350-32014 (09351-32120) 



S S T を使用して、ベアリングケージに新品のオイルシールをリップ 
部を上側にして取り付ける。 

SST 09950-60010 (09951-00340, 09951 -00540) 

09950 —70010 (09951-07150) 

計器 ノギス〔20202〕 

基準値 

8 mm (ケージ端面から） 

オイ ルシールの リップ部に M P グリ ースを 塗布する。 

油脂•その他トヨタ純正 M P グリース No . 2 (30204) 



S ST およびプレスを使用して、ベアリングアウターレースをケージ 
に圧入する。 

SST 09350-32014 (09351-32111) 



( e ) 


ベアリングケージを取り付ける。 



ドライブピニオンをトランスアクスルケースに取り付ける。 

ブラスバーを使用して、ケージを均等にたたきながら取り付ける。 
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デイファレンシャルドライブピニオンべアリングケージホー 

ルスナップリング取り付け 

SST を使用して、スナップリングを取り付ける。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32050) 



SST を使用して、スナップリングを取り付ける。 

SST 09350-32014 (09351-32050) 



フロントデイファレンシャルドライブピニオンべアリングス 
ペーサー取り付け 

オイルスリンガーおよび新品のスペーサーを取り付ける。 



フロントドライブピニオンテーパードローラーべアリングリ 
ヤアウターレース取り付け 

S ST およびプレスを使用して、ベアリングアウターレースをオイル 
スリンガーに当たるまで圧入する。 

SST 09350-32014 (09351-32100, 09351 -32140) 



カウンタードリブンギヤ AS SY 取り付け 

S ST およびプレスを使用して、カウンタードリブンギヤにテーパー 
ドローラーべアリングを取り付ける。 

SST 09350 -3201 4 (09351-32120) 
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C 52411 




(d) 

( e ) 

(0 


S ST およびプレスを使用して、カウンタードリブンギヤをドライブ 
ピニオンのねじ山が4山現れるまで圧入する。 

SST 09350-32014 (09351-32140) 


デイファレンシャルドライブピニオンプレロード調整 

新品のナットを取り付ける。 

S ST およびソケットレンチ (32 mm ) を使用して、カウンタードリ 
ブンギヤを固定し規定トルクで締め付ける。 

SST 09330 -00021 ， 09350-32014(09351-32032) 

工具 ソケットレンチ 32 mm 
計器 トルクレンチ〔20120〕 

基準値 

T =205 N-m {2090 kgf - cm } 


トルクレンチを使用して、ドライプピニオンの起動トルクを測定し、 
プレロード値をメモする。 

計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

ベアリング新品 . 10〜 16 kg.cm 

ベアリング再使用品 . 5〜 8 kg.cm 

<注意> 

ベアリングをなじませるためカウンタードリブンギヤの正転、 
逆転を数回行った後に測定する。 

ブレロードが過大の場合、ベアリングスペーサーを交換する。 

プレロードが不足の場合は、ナットを5〜10°ずつ増し締めし、プレ 
ロードを測定し、基準値になるように繰り返し調整する。 [※1] 
ナットの締め付けトルクが 355 N.m {3600 kgf - cm } を越えてもプレ 
ロード不足の場合はナットを一度ゆるめて、ナットおよびドライブピ 
ニオンのねじ山がつぶれていないか点検する。 

異常がなければ、ベアリングスペーサーを新品と交換し、[ XI ]の作 
業から繰り返す。 



タガネを使用して、ナットをかしめる。 

<注意> 

かしめ時、ナットに割れを発生させない。 
工具 タガネ〔11101〕 
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ガバナアプライガスケット No .2 取り付け 

新品のアプライガスケットを取り付ける。 



33. 

( a ) 

(b) 


フロントデイフアレンシャルケース取り付け 

サイドバリング（ライト側）にアウターレースおよびシムを取り付け 
る。 

デイファレンシャル AS SY をトランスアクスル AS SY に取り付け 
る。 



デイファレンシャルキャリヤカバー取り付け 
トランスアクスルケースの図の位置にシールパツキン1281をビート状 
(断面径約 1.2 mm ) に連続して塗布する。 

油脂•その他 シール パツキン1281〔50905〕 

<注意> 

• シールパツキン 塗布後、 10 分以内にカバーを取り付け 
る。 

• 塗布面にゴミ、油脂などを付着させない。 
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( b ) 


カバーを取り付け、図の首下長さのボルト10本にアドへシブを塗布し 
均等に締め付ける。 （ A 5 4 1 E 搭載車） 

油脂•その他アドへシブ1324 [50412〕 

基準値 

T =39 N-m {400 kgf - cm } 

<参考> 

ボルト首下長さ 
A : 65 mm 
B : 75 mm 
C : 6 omm 
D : 100 mm 



カバーを取り付け、図の首下長さのボルト11本にアドへシブを塗布し 
均等に締め付ける。 （ A 5 4 1 F ) 

油脂•その他アドへシブ1324〔50412〕 

基準値 

T =39 N-m {400 kgf _ cm } 

<参考> 

ボルト首下長さ 
A : 75 mm 
B : 6 omm 
C : 65 mm 
D : 8 omm 



フロントデイファレンシャルテーパードロー ラーベアリング 
プレロード調整 

プレートワッシャーをべアリングリテーナーに取り付ける。 

<参考> 

ベアリングが新品の場合は、厚さ 2.40 mm のプレートワッ 
シャーを取り付ける。また再使用の場合は、取りはずし前と同 
じ厚さのプレートワッシャーを取り付けるとよい。 

SST を使用して、ベアリングアウターレースを圧入する。 

SST 09950 -60020 (09951-00720, 09951-00890), 

09950 -70010(09951-07150) 

<参考> 

5 S-FE 搭載車は、 09951-00720 を使用し、それ以外は 
09951 -00890 を使用する。 
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ベアリングリテーナーをボルト6本で取り付ける。 

基準値 

T =19.1 N-m {195 kgf . cm } 



トルクレンチを使用して、ドライブピニオンの起動トルク（総合プレ 
ロード）を測定する。 

計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

ベアリング新品 

ドライブピニオンプレ ロー ド値 +2.3 〜 3.7 kg.cm 
ベアリング再使用品 

ドライブピニオンプレロード値+1 .2 〜1 .9 kg _cm 
<注意> 

ベアリングをなじませるためカウンタードリブンギヤの正転、 
逆転を数回行った後に測定する。 



基準値外の場合は、プレートワッシャーを下表から選択して、再組み 
付けする。 


<参考> 

プレートワッシャーの種類 


品番 

識別 マーク 

厚さ 

(m 

m ) 

品番 

識別 マーク 

厚さ 

(m 

m ) 

9 

0 

5 

6 

4 

一 7 

6 

00 

1 

0 

2. 

0 

0 

9 

0 

5 

6 

4 一 

7 

6 

0 1 

10 

9 

2. 

4 

5 

9 

0 

5 

6 

4 

一1 

6 

00 

2 

1 

2. 

0 

5 

9 

0 

5 

6 

4 一 

7 

6 

0 1 

11 

A 

2. 

5 

0 

9 

0 

5 

6 

4 

一 7 

6 

0 

0 

3 

2 

2. 

1 

0 

9 

0 

5 

6 

4 一 

7 

6 

0 1 

12 

B 

2. 

5 

5 

9 

0 

5 

6 

4 

-7 

6 

0 04 

3 

2. 

1 

5 

9 

0 

5 

6 

4 一 

7 

6 

0 1 

13 

C 

2. 

6 

0 

9 

0 

5 

6 

4 

一 7 

6 

0 

〇 

5 

4 

2. 

2 

0 

9 

0 

5 

6 

4 一 

7 

6 

0 1 

14 

D 

2. 

6 

5 

9 

0 

5 

6 

4 

一 7 

6 

0 

〇 

6 

5 

2. 

2 

5 

9 

0 

5 

6 

4 一 

7 

6 

0 1 

15 

E 

2. 

7 

0 

9 

0 

5 

6 

4 

一 7 

6 

0 

0 

7 

6 

2. 

3 

0 

9 

0 

5 

6 

4 一 

7 

6 

0 1 

16 

F 

2. 

7 

5 

9 

0 

5 

6 

4 

一 7 

6 

0 

0 

8 

7 

2. 

3 

5 

9 

0 

5 

6 

4 一 

7 

6 

0 1 

17 

G 

2. 

8 

0 

9 

0 

5 

6 

4 

-7 

6 

0 

0 

9 

8 

2. 

4 

0 

9 

0 

5 

6 

4- 

7 

6 

0 1 

18 

H 

2. 

8 

5 
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フロントデイファレンシャルサイドべアリングリテーナー取 
り付け 

トランスアクスルケースの図の位置にシールパッキン1281をビート状 
(断面径約 1.2 mm ) に速続して塗布する。 

油脂•その他シールパッキン1281〔50905〕 

<注意> 

• シールパッ キン塗布後、10分以内にベアリングリテー 
ナーを取り付ける。 

• 塗布面にゴミ、油脂などを付着させない。 



ボルト6本にアドへシブ1324を塗布する。 

油脂•その他アドへシブ1324〔50412〕 

ベアリングリテーナーをボルト6本で取り付ける。 
基準値 

T =19.1 N.m {195 kgf - cm } 



デイファレンシャル総合プレロー ド確認 
トルクレンチを使用して、総合プレロードを確認する。 
計器 トルクレンチ〔20113〕 

基準値 

ベアリング新品 . 1 2.3 〜1 9.7 kg . cm 

ベアリング再使用品 .6.2 〜 8_9 kg.cm 



38. 


( a ) 


( b ) 


デイフアレンシャルオイルシール取り付け 
( 1 MZ • 2 MZ — FE 搭載車） 

SST を使用して、新品のオイルシールを取り付ける。 

SST 09223-46011 

オイ ルシールの リツプ部に M P グリ ースを 塗布する。 

油脂■その他トヨタ純正 MP グリース No .2 〔30204〕 
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デイフアレンシャルオイルシール取り付け 
(5 S — FE 搭載車） 

S ST を使用して、新品のオイルシールを取り付ける。 （ A 5 41 F ) 

SST 09350-32014 (09351-32111), 09950 -700 10 
(09951-07150) 

オイルシールのリツプ部に M P グリースを塗布する。 

油脂•その他トヨタ純正 MP グリース No . 2〔30204〕 



フロントデイファレンシャルオイルシール リテ ーナー 取り付 
け （A 5 41 E 搭載車） 

ベアリングリ テーナーの 図の位置に シール パツキン1281を ビー ト状 
(断面径約 1.2mm) に速続して塗布する。 

油脂•その他シール パッ キン1281〔50905〕 

<注意> 

• シールパッキン塗布後、10分以内にベアリングリテー 
ナーを取り付ける。 

• 塗布面にゴミ、油脂などを付着させない。 



ボルト5本にアドへシブ1324を塗布する。 

油脂•その他アドへシブ1324〔50412〕 
ベアリングリテーナーをボルト5本で取り付ける 
基準値 

T =19.1 N*m {195 kgf . cm } 



フロントディファレンシャルオイルシール リ テーナー 取り付 
け （A 5 41 F 搭載車） 

ベアリングリテーナーの図の位置にシールパッキン1281をビート状 
(断面径約 1.2mm) に速続して塗布する。 

油脂■その他シールパッキン1281〔50905〕 

<注意> 

• シールパッキン塗布後、10分以内にベアリングリテー 
ナーを取り付ける。 

• 塗布面にゴミ、油脂などを付着させない。 



ボルト4本にアドヘシブ1324を塗布する。 

油脂•その他アドへシブ1324〔50412〕 

ベアリングリテーナーをボルト4本で取り付ける。 
基準値 

T = 19.1 N_m {195 kgf . cm } 
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ディ ファレン シャル オイル シール R H 取り付け 

( A 54 1 E 搭載車） 

SST を使用して、新品のオイルシールをリテーナー端面まで取り付 
ける。 

SST 09223-00010 

オイル シールの リップ部に MP グリ ースを 塗布する。 

油脂•その他トヨタ純正 MP グリース No . 2〔30204〕 


デイファレンシャルオイルシール R H 取り付け 
( A 54 1 F 搭載車） 

S ST を使用して、図の位置に新品のオイルシールを取り付ける。 

SST 09649-17010, 09950-70010 (09951-07150) 

オイ ルシールの リツプ部に M P グリ ースを 塗布する。 

油脂•その他トヨタ純正 MP グリース No .2 〔30204〕 



44. 

(a) 


デイファレンシャルケースオイルシール取り付け 
( A 54 1 F 搭載車） 

SST を使用して、オイルシールを取リ付ける。 

SST 09950 -60010 (09951-00360, 09951-00400) 

09950 -7001 0 (09951-07150) 

参考値 

22±0.5 mm (2 MZ - FE 搭載車） 

20±0.5 mm (5 S — FE 搭載車） 

<参考> 

5 S - FE 搭載車は、 （09951-00360), 2 MZ - FE 車は、 
(09951-00400) を使用する。 



トランスアクスルケースキャップ No . 2取り付け 

キャップに新品の0リングを取り付ける。 

<参考> 

0リングの寸法 

内径 21.2mm 線径 2.6mm 
キャップをボルトで取り付ける。 

基準値 

T =5.4 N*m {55 kgf . cm } 
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